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インストールの概要
このガイドでは、フル・インストール・パッケージまたは軽量の圧縮インストール・パッケージか
らUFTOneをインストールする方法について詳しく説明します。

このガイドは、UFTOneバージョン 15.0から 15.0.2を対象としています。具体的な変更点につ
いては、関連する場合に示されます。

注意:このガイドの情報は、UFTOneオンライン・ヘルプセンターでも入手できます。

本章の内容

• インストールされるコンポーネント 6

• UFT Oneの追加コンポーネント 6

• インストールの前に 8

インストールされるコンポーネント
どちらのパッケージでも、UFTOneをインストールすることで、UFTOneのコア機能、Run
Results Viewer、および以下の必須のGUIテストアドインが利用できるようになります。

l Web

l 標準Windows

l Mobile

必要に応じて、インストール中に追加のアドインを選択します。

Web 2.0アドインおよびExtensibility ツールキットは、UFTOneのインストールが完了した後で、
フル・インストール・パッケージとは別にインストールする必要があります。

軽量インストール・パッケージでは、UFTOneセットアップ・プログラムのみが利用できます。

フル・インストール・パッケージでは、UFTOneセットアップ・プログラムとUFTOneコンポーネント
用の追加のセットアップ・プログラムが利用できます。追加コンポーネントをインストールする
場合は、UFTOneインストール・ウィザードの起動画面でコンポーネントを選択します。

注意:UFTOneインストール・ファイルをダウンロードする場合、これらのパッケージは個

別のダウンロードで提供されます。完全なパッケージは *.zipファイルであり、軽量パッ

ケージは自己展開型の *Setup.exeファイルです。

UFTOneの追加コンポーネント
フル・インストール・パッケージでは、UFTOneセットアップ・プログラムとUFTOneコンポーネント
用の追加のセットアップ・プログラムが利用できます。追加コンポーネントをインストールする
場合は、UFTOneインストール・ウィザードの起動画面でコンポーネントを選択します。

インストール・ガイド
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UFTOneの追加コンポーネントは、次のとおりです。

コンポーネント 説明

UFTOne Add-in
for ALM

UFTOneからALMと通信して、ALMのテストやコンポーネントを実行で
きます。

スタンドアロン・バージョンは、UFTOneがコンピュータにインストールさ
れていない場合にのみインストールします。

これをUFTOneと一緒にインストールするには、UFTOneのインストール
時にこれをインストールすることを選択します。最初にこれをUFTOneと
一緒にインストールせず、後からインストールする場合は、インストール・
ウィザードを再度実行します。［変更］を選択してから、［カスタムセット
アップ］画面で［ALM Plugin］を選択します。

Extensibility SDK Java、.NET、WPF、Silverlight、またはWebの、UFTOneで標準でサポー
トされていないオブジェクトのサポートを開発できます。

Web 2.0ツール
キットのサポート

Web 2.0テクノロジの次のオブジェクトをテストで認識して使用することが
できます。

l ASP .NETAjax

l Dojo

l GWT（Google Web Toolkit）

l jQueryUI

l Salesforce Lightning

l SiebelOpenUI

l EXT-JS

l YahooUI

Web 2.0ツールキットは、UFTOneにGUIアドインとして表示されます。

ライセンス・サー
バのセットアップ

UFTOneのコンカレント・ライセンスとコミュータ・ライセンスをインストー
ルおよび管理するのに使用する、AutoPassライセンス・サーバをインス
トールできます。

詳細については、「UFTOneライセンス」(52ページ)およびAutoPass
License Server のオンライン・ドキュメントを参照してください。

Run Results
Viewer セットアッ
プ

スタンドアロン・バージョンのRun Results Viewer をインストールできま
す。

スタンドアロン・バージョンは、UFTOneがコンピュータにインストールさ
れていない場合にのみインストールします。

インストール・ガイド
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コンポーネント 説明

UFT Developer
セットアップ

開発用 IDEでテストを直接コーディングできるようにする機能テスト・ツー
ルであるUFT Developer をインストールできます。

l スタンドアロン・バージョンは、UFTOneがコンピュータにインストール
されていない場合にのみインストールします。

l これをUFTOneと一緒にインストールするには、UFTOneのインストー
ル時にこれをインストールすることを選択します。最初にこれをUFT
Oneと一緒にインストールせず、後からインストールする場合は、イン
ストール・ウィザードを再度実行します。［変更］を選択してから、［カス
タムセットアップ］画面で［UFT Developer］を選択します。

l UFT Developerをインストールする前に、Node.js 4.1.2をインストールす
る必要があります。https://nodejs.org/en/download/

詳細については、『UFT Developer Readme』を参照してください。

注意:別途記載のないかぎり、「Application Lifecycle Management」または「ALM」とは現

在サポートされているALMまたはQuality Center のすべてのバージョンを指します。

一部の機能およびオプションは、使用しているALMまたはQuality Center のエディショ

ンではサポートされていない可能性があります。

インストールの前に

重要:UFTOneは、ユーザ・アクションやネットワーク通信の記録に使用される可能性が

ある製品です。このため、UFTOneの実行は、機密性の高い情報が保存されておら

ず、またそうした情報へのアクセス手段もない専用のテスト・マシンで行うことを強くお勧

めします。また、UFTOneの使用前に、ラボ・ネットワーク・トポロジとアクセス許可を十

分に確認する必要があります。

インストールを行う前に、次の手順を実行します。

l 「必要なアクセス許可」(10ページ)に記載されている必要なアクセス許可があることを確認し
ます。

l エンタープライズ環境でインストールを行う場合は、「エンタープライズ・デプロイメント」(15
ページ)を確認します。

l アップグレードを行う場合は、「UFTOneのアップグレード」(17ページ)で該当する手順を確認
します。

l 「インストール時の既知の問題」(45ページ)および「UFTOneライセンスに関する既知の問
題」(77ページ)に記載されている既知の問題について確認します。
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l UFT One 15.0以前：Extensibility Accelerator for Functional Testingを使用する予定がない場
合は、ダウンロードしたUFTOneパッケージから prerequisites\vs2008_shell_sp1_isolated_redist

フォルダを削除します。このフォルダは、SP1再配布可能パッケージを含むVisual Studio
2008 Shell（分離モード）をインストールします。これは、Microsoft でサポートされなくなったた
め、セキュリティ・ソフトウェアの警告が発生する可能性があります。

詳細については、「インストールの前提条件」(21ページ)を参照してください。

その他の参照項目：
l 「UFTOneのインストール」(21ページ)

l 「UFTOneプログラムの使用」(13ページ)

l 「UFTOneライセンス」(52ページ)

l 「ALMに接続する前に」(79ページ)

インストール・ガイド
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必要なアクセス許可
UFTOneの実行、またはUFTOneとALMまたはBPTの使用を始める前に、次のアクセス許
可を確認してください。

本章の内容

• UFT Oneに必要なアクセス許可 10

• ALMに必要なアクセス許可 11

• BPTに必要なアクセス許可 11

UFTOneに必要なアクセス許可

ファイル・システムに対して必要なアクセス許可

読み取り/書き込
み
アクセス許可

次のファイルとフォルダ、およびすべてのサブフォルダへの読み取り/

書き込みアクセス許可が必要です。

l Windows\System32フォルダ

l Tempフォルダ

l UFTOneソリューション、テスト、または実行結果が含まれるフォル
ダ

l <Program Data>\Hewlett-Packardフォルダ

l ユーザ・プロファイル・フォルダ

l <Windows>\mercury.iniファイル

l 次の AppDataフォルダ：

%userprofile%\AppData\Local\HP

%appdata%\Hewlett-Packard

%appdata%\HP

読み取り/実行ア
クセス許可

UFTOneインストール・フォルダ

読み取り
アクセス許可

次のフォルダへの読み取りアクセス許可が必要です。

l Windowsフォルダ

l Systemフォルダ

インストール・ガイド
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レジストリ・キーに対して必要なアクセス許可

読み取り/書き込
み
アクセス許可

次の場所にあるすべてのキー：

l HKEY_CURRENT_USER\Software\Mercury Interactive

または

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Wow6432Node\Hewlett-
Packard]

l HKEY_CURRENT_USER\SOFTWARE\Hewlett Packard

読み取りおよび
値照会の
アクセス許可

l HKEY_LOCAL_MACHINEキー

l HKEY_CLASSES_ROOTキー

注意:後方互換性を考慮して、一部のフォルダ・パスには以前の会社のブランドが意図

的に使用されています。

ALMに必要なアクセス許可
読み取り/書き込みアクセス許可 l ALMキャッシュ・フォルダ

l <Program Data>\HPフォルダ

l UFTOne Add-in for ALMのインストール・フォルダ

管理者権限 ALMへの初回の接続用

BPTに必要なアクセス許可
ビジネス・コンポーネントおよびアプリケーション領域を操作する前に、ALMで必要なアクセス
許可を持っていることを確認する必要があります。

コンポーネント・ステップ

ALMのコンポーネント・ステップで作業するには、適切な［ステップの追加］、［ステップの変更］、
［ステップの削除］許可のいずれかが設定されていなければなりません。

コンポーネント・ステップで作業するのに［コンポーネントの変更］許可は必要ありません。

［コンポーネントの変更］許可により、コンポーネント・プロパティ（コンポーネントの［詳細］タブの
フィールド）の作業ができます。

インストール・ガイド
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ALMまたはその他のテスト・ツールのパラメータ

ALMまたはテスト・ツールのパラメータを使用するには、ALMにすべてのパラメータ・タスク権
限が設定されている必要があります。

アプリケーション領域

アプリケーション領域を変更するには、リソースに対してコンポーネントの変更、ステップの追
加、変更、削除を実施するのに必要な個別のアクセス許可が必要です。

4つのアクセス許可すべてが必要です。

これらのアクセス許可のいずれかが割り当てられていない場合は、アプリケーション領域を読
み取り専用形式でしか開くことができません。

インストール・ガイド
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UFTOneプログラムの使用
UFTOneのソフトウェア・アップデート、パッチ、サービス・パックの確認には、ソフトウェア・サ
ポート・サイトをご利用ください。

このトピックの内容：

l 「ライセンス」(13ページ)

l 「デモ・アプリケーション」(13ページ)

l 「アクセシビリティ」(14ページ)

l 「Unicodeへの準拠」(14ページ)

ライセンス
UFTOneを使用するにはライセンスが必要です。UFTOneをインストールする際に、次のライ
センスの種類のいずれかを選択します。

l インストールしたコンピュータのみで有効な永久シート・ライセンス（60日の評価期間付き）

l 複数のUFTOneユーザが使用できるネットワーク・ベースのコンカレント・ライセンス

ライセンスの種類は、コンピュータに管理者権限を持つユーザとしてログインしていれば、いつ
でも変更できます。たとえば、現在シート・ライセンスを使用している場合、コンカレント・ライセ
ンス・サーバをネットワーク上で利用できる場合は、コンカレント・ライセンス・サーバに接続す
ることを選択できます。

ライセンス情報の変更については、『UFT Oneインストール・ガイド』を参照してください。

注意:レガシー・ライセンスでUFTOneを起動することも可能ですが、この場合、使用許

諾されているサービスの機能に限定されます。たとえば、QuickTest Professionalまたは

Service Testのレガシー・ライセンスを使用してUFTOneを開いた場合、GUIテストまた

はAPIテストの機能にアクセスできます。

デモ・アプリケーション
このガイドでは、サンプルのWebサイトとしてAdvantage Online Shoppingを使用します。この
サイトのURLは次のとおりです。https://www.advantageonlineshopping.com/#/

このサイトを使用するには、ユーザ名とパスワードを登録する必要があります。

サンプルのWindowsベースのフライト・アプリケーションも、UFTOneに付属しています。次から
インストールできます。

l ［スタート］＞［Micro Focus］＞［FlightAPI］または［FlightGUI］

l <UFTOneインストール・フォルダ>/samples/Flights Application/FlightsGUI.exe（Flight GUI
application）

インストール・ガイド
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l <UFTOneインストール・フォルダ>/samples/Flights Application/FlightsAPI.exe（Flight API
application）

l Microsoft Windows 8以降： C:\Program Files (x86)\Micro Focus\Unified Functional Testing

アクセシビリティ
操作の多くは、マウスを使って行います。

UFTOneは、W3Cのアクセシビリティ標準に従う米国リハビリテーション法第508条に準拠し
ており、Windowsユーザー補助オプション・ユーティリティの「マウスキー」オプションを使用して
実行される操作も認識します。

また、多くの操作をショートカット・キーを使用して実行できます。

Unicodeへの準拠

UFT OneはUnicode標準の要件に従ってUnicodeに準拠しているため、さまざまな言

語を使用するアプリケーションのテストが可能です。

UFTOneコンピュータに、関連するWindows言語サポートがインストールされているかぎり、英
語以外のアプリケーションをテストします。

テストやリソース（関数ライブラリ、オブジェクト・リポジトリ、回復シナリオなど）の名前およびパ
スはUnicodeに対応していません。したがって、英語またはオペレーティング・システムの言語
のいずれかで設定する必要があります。

インストール・ガイド
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エンタープライズ・デプロイメント
ネットワークや企業内の多数のコンピュータにまたがるエンタープライズ・ビジネス・モデルに
UFTOneをインストールする場合は、各コンピュータの管理者権限が必要になります。

UFTOneはサイレント・インストールもサポートしています。詳細については、「UFTOneサイレ
ント・インストール」(30ページ)を参照してください。

本章の内容

• UFT とユーザ・アカウント制御（UAC） 15

• Stingray Add-inまたは Terminal Emulator Add-in 15

UFTとユーザ・アカウント制御（UAC）
コンピュータのユーザ・アカウント制御（UAC）をオフにする必要はありません。

ただし、UACを無効にせずに初めてUFTOneからALMに接続するには、各マシンにALMク
ライアントのMSIファイルのインストールも必要になります。

ALMClient MSI Generator を使用して、すべてのユーザ用のカスタムMSIを生成します。この
ツールでは、クライアント側のMSIをインストールする前にALMサーバの設定を行えます。

カスタムMSIの設定は、各MSI Generator のバージョンに付属のユーザ・ガイドの説明に従っ
て行います。

注意: 設定を行うときは、［Check Include Component Registration］および［Use Shared

Deployment Mode］オプションを選択します。

Stingray Add-inまたはTerminal Emulator Add-in
ユーザがStingray Add-inまたはTerminal Emulator Add-inのいずれかを使用する場合は、
UFTOneのインストール後に管理者またはユーザによる追加設定が必要です。

Stingray Add-in と Terminal Emulator Add-in の両方

管理者は、各コンピュータの基本インストールが終了した後で、「インストールの追加要件」を
実行します。

このツールは、［スタート］メニューにあります（［スタート］＞［すべてのプログラム］＞［Micro

Focus］＞［Micro Focus Unified Functional Testing］＞［Tools］＞［Additional Installation Requirements］）。

［インストールの追加要件］で、［Stingrayウィザードの実行］と［ターミナルエミュレータウィザードの

実行］のいずれかまたは両方のオプションを選択し、設定ウィザードの手順に従って、アドイン
をセットアップします。

インストール・ガイド
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Stingray Add-in

UFTOneのインストール後に、ユーザは次の手順でUFTOne内からStingray Support
Configuration Wizardを実行する必要があります：［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞

［Stingray］表示枠＞［バージョン］

この設定に管理者権限は必要ありません。

Terminal Emulator Add-in

UFTOneのインストール後に、ユーザは次の手順でUFTOne内からターミナル・エミュレータ
の設定ウィザードを実行する必要があります：［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］タブ＞［ター

ミナルエミュレータ］表示枠＞［ウィザードを開く］

このウィザードを実行するには、管理者権限が必要です。

次のように、ウィザードを一度だけ実行し、その設定をレジストリ・ファイルに保存して、レジスト
リ・ファイルをすべてのコンピュータにデプロイすることもできます。

1. ターミナル・エミュレータ・ウィザードの最終画面で、［ターミナルエミュレータの設定をファイル

に保存する］オプションを選択します。

注意:設定に割り当てられているベンダ名とエミュレータ名、および .regファイルの

正確な名前と場所を記録しておいてください。

2. ファイルを、自分のコンピュータの<UFTOneのインストール・フォルダ>\datフォルダにコ
ピーします。

3. レジストリ・ファイルをダブルクリックして、レジストリ・エディタ・メッセージ・ボックスを開きま
す。

4. ［はい］をクリックし、情報をレジストリに追加します。情報がレジストリにコピーされたことを
示すメッセージが表示されます。

5. ［OK］をクリックします。この設定に割り当てられているエミュレータ名が、UFTOneの利用
可能なターミナル・エミュレータのリストに追加されます。
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UFTOneのアップグレード
UFTOneの以前のバージョンまたはService Test 11.50から、UFTOneの最新バージョンに直
接アップグレードすることができます。

QuickTest または11.50より前のService Testバージョンなど、その他のアップグレードを行う
場合は、QuickTest またはService Test を手動でアンインストールしてからUFTOneをインス
トールします。

本章の内容

• アップグレードする前に 17

• アップグレードの実行 17

• アップグレードの注意事項 17

アップグレードする前に
UFTOneバージョン 15.0以降は、以前のUFTOneバージョンが使用していたものよりも新しい
バージョンの .NET Framework（4.8）を使用します。

15.0より前のバージョンからアップグレードする場合は、「使用可能製品マトリクス」を参照し
て、オペレーティング・システムに新しいバージョンとの互換性があることを確認してください。

アップグレードの実行
UFTOneをアップグレードするには、次の手順を実行します。

1. 新しいバージョンのインストール・ファイルをダウンロードしま
す：https://www.microfocus.com/en-us/products/uft-one/download

2. システムを再起動して、システム構成を完全にしておきます。

3. UFTOne_<バージョン番号>_Setup.exeファイルを実行し、インストール・ウィザードを使用して
アップグレードします。

または、サイレント・インストール・スクリプトを更新して、新たにダウンロードしたファイルを
使用します。

注意:アップグレードでは、実行セッションおよび起動オプションのみが保持されます。必

要に応じて他のすべての設定を再定義します。

アップグレードの注意事項
次の項目は、特定の状況でアップグレードする際の問題に対処します。アップグレードに関連
する任意の状況の指示をお読みください。

l 「サイレント・インストール・スクリプトのアップグレード」(18ページ)

l 「ライセンスのアップグレード」(18ページ)
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l 「コンカレント・ライセンスに対応したアップグレード」(18ページ)

l 「Microsoft EdgeでのWebテストに対応したアップグレード」(19ページ)

l 「SafariでのWebテストに対応したアップグレード」(19ページ)

l 「オートメーション・スクリプトのテキスト認識オプションに対応したアップグレード」(19ページ)

l 「UFTOneおよびALMを使用した後のアップグレード」(19ページ)

l 「QTPNET_00015パッチを使用している場合のアップグレード」(19ページ)

l 「QuickTest Professional 11.00からのアップグレード」(20ページ)

サイレント・インストール・スクリプトのアップグレード

サイレント・インストール・スクリプトとHelp_Documentsパラメータを含む現在のスクリプトをアッ
プグレードする場合は、スクリプトからこのパラメータを削除します。ヘルプ・ドキュメントは、
UFTOneでインストールされなくなりました。

代わりに、オンラインでヘルプセンターにアクセスするか、ローカル・ドライブにダウンロードし
てください。［オプション］ダイアログ・ボックス（［ツール］＞［オプション］＞［一般］タブ＞［ヘル

プ］）からヘルプをダウンロードします。

ライセンスのアップグレード

QuickTest、Service Test、または12.50より前のUFTOneバージョンからアップグレードする場
合は、新規ライセンスを取得する必要があります。

また、お持ちのライセンスを新しいFunctional Testingライセンス（UFT Ultimate、UFTOne、
UFT Developer）にアップグレードすることもできます。この手順は必須ではありません。

詳細については、地域のライセンス・サポート・センターまたは販売担当者までお問い合わせく
ださい。

コンカレント・ライセンスに対応したアップグレード

UFTOneは、コンカレント・ライセンス・サーバとして、AutoPass License Server をサポートして
います。

コンカレント・ライセンスを持つUFTOneにアップグレードする場合、コンカレント・ライセンス・
サーバもアップグレードし、AutoPass License Server にライセンスをインストールする必要があ
ります。

詳細については、AutoPass License Server のオンライン・ドキュメントを参照してください。

注意:Web用の圧縮パッケージからUFTOneをインストールする場合、このリンクは使

用できません。UFTOneとライセンス・サーバをインストールする必要がある場合、UFT

Oneをフル・インストール・パッケージからインストールする必要があります。
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Microsoft Edge でのWeb テストに対応したアップグレード

UFTOneで、Microsoft WebDriver プログラム（Edge用Micro FocusUFT Agent に必要）の使用
方法が変更されました。必要な手順については、Edge拡張の使用方法に関するトピックを参
照してください。

Safari でのWeb テストに対応したアップグレード

Safari上でWebアプリケーションをテストするのにUFTOneの以前のバージョンを使用してい
た場合は、UFTOneの現行バージョンでMac上にUFT接続エージェントを再インストールする
必要があります。

UFT接続エージェント環境設定とUnified Functional Testing Agent Safari拡張機能環境設定
は、標準設定値にリセットされます。

オートメーション・スクリプトのテキスト認識オプションに対応したアップグレー
ド

オートメーション・スクリプトを使用してUFTOneを実行し、テキスト認識オプションをスクリプト
に追加している場合、次のプロパティが使用されなくなったため更新が必要です。

更新対象 更新後

TextRecognitionLanguages AbbyyOcrLanguages

TextRecognitionOrder TextRecognitionOcrMechanism

UFTOne および ALMを使用した後のアップグレード

UFTOneを使用してALMからGUIテストを実行した直後に、UFTOneを 12.50より前のバー
ジョンのUFTOneからアップグレードする場合は、ALMから再度テストを実行する前にリモー
ト・エージェントを停止（実行中の場合）する必要があります。

以前のリモート・エージェントのプロセスを停止するには、Windowsシステム・トレイで、リモー
ト・エージェントのアイコンを右クリックし、［終了］を選択します。

QTPNET_00015パッチを使用している場合のアップグレード

QTPNET_00015パッチ（QuickTest 10.00パッチ）がインストールされているコンピュータにUFT
Oneをインストールすると、UFTOneが予期しない動作をすることがあります。

UFTOneをインストールする前に、Windowsコントロール・パネルの［プログラムの追加と削除］
ダイアログ・ボックスからパッチを削除します。
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QuickTest Professional 11.00 からのアップグレード

QuickTest Professional 11.00からアップグレードして、UFTOneをQuickTest と同じディレクトリ
にインストールする場合、ある特定のファイルがインストール場所からなくなります。

アップグレード後にUFTOneインストールを再度実行し、修復インストール・オプションを選択し
てください。
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UFTOneのインストール
このセクションでは、UFTOneのインストールのうち、前提条件から始めてインストール・
ファイルをダウンロードするまでの方法について説明します。

本章の内容

• インストールの前提条件 21

• インストール・ファイルのダウンロード 23

インストールの前提条件
インストールする前に、「インストールの概要」の「インストールの前に」(8ページ)を参照
し、次の前提条件も確認してください。

前提条件 説明

アクセス許可 適切なアクセス許可を使用してマシンにログオンしていることを確認し
ます。

詳細については、「必要なアクセス許可」(10ページ)を参照してくださ
い。

インストール
場所

UFTOneをインストールする場所を選択します。

（ネットワーク・ドライブにはUFTOneをインストールしないでください）。

インストール・パスおよびインストール・ファイルへのパスには、英字の
み使用できます。

コンピュータ
の状態

コンピュータが再起動の必要がない状態になっていることを確認しま
す。

システム要件 コンピュータが「使用可能製品マトリクス」に記載されている最小システ
ム要件をすべて満たしていることを確認します。

インターネッ
ト・アクセス

Web用の圧縮されたUFTOneインストール・パッケージをインストール
する場合は、インターネットへのアクセスが必要です。

アップグレー
ド

アップグレードを行う場合は、「UFTOneのアップグレード」(17ページ)
に記載されている該当する前提条件を確認します。
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前提条件 説明

ライセンス 使用するライセンスの種類を確認しておいてください。

コンカレント・ライセンスを使用する場合は、ライセンス・サーバURLを
用意してください。

詳細については、「UFTOneライセンス」(52ページ)を参照してくださ
い。

GUIテストア
ドイン

GUIテストに対して使用するアドインを確認しておいてください。使用す
るアドインのみをインストールすることをお勧めします。

APIテスト WSEセキュリティ設定を使用してWebサービスのテストを実行する場
合、.NETFramework 3.5、WSE 2.0 SP3パッケージ、およびWSE 3.0
パッケージがコンピュータにインストールされている必要があります。

.NET3.5 FrameworkおよびWSEパッケージは、UFTOneのインストー
ルではインストールされません。これらがコンピュータにインストールさ
れていない場合は、次の手順に従ってインストールできます。

1. .NET 3.5 Frameworkをインストールしてアクティブにします。
MSDN：https://msdn.microsoft.com/en-us/library/hh506443
(v=vs.110).aspxで手順を参照してください。

2. Micro Focusマーケットプレイ
ス
：https://marketplace.microfocus.com/appdelivery/content/uft-
one-installation-prerequisitesからWSE 2.0 SP3およびWSE 3.0
パッケージをダウンロードし、インストールします。

注：Windows 10では、WSEはMicrosoft による公式サポートの対
象外となりました。

サイレント・インストール・コマンドを使用したこれらの前提条件の
インストールの詳細については、「UFTOneの前提条件をインス
トールするためのサイレント・コマンド」(31ページ)を参照してくださ
い。

注意:Webサービスを安全にテストするためにWCFを使用する

場合、これらの前提条件は必要ありません。詳細については、

Customize security for WCF-type Web servicesを参照してくださ

い。
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インストール・ファイルのダウンロード
UFTOneのインストール・ファイルにアクセスします：https://www.microfocus.com/en-
us/products/uft-one/download

インストールするインストール・パッケージを選択します。

l フル・インストール・パッケージの場合は、*.zipファイルを選択します。

この .zipファイル内のインストール・ファイルを手動で展開して、インストールを実行す
る Setup.exeファイルを見つけます。

l 軽量な圧縮パッケージの場合は、*Setup.exeファイルを選択します。

このファイルを実行すると、自己展開され、必要なインストール・ファイルが用意されて
から、インストールが実行されます。

詳細については、「インストールされるコンポーネント」(6ページ)を参照してください。

重要:インストール・ファイルが展開されるパスが80文字を超えないようにしてくだ

さい。

Windowsでは、ファイルのパスの長さが260文字に制限されています。個々のイン

ストール・ファイルのファイル・パスが長い場合、インストールは失敗します。その

ような場合は、展開したインストール・ファイルをパスが短い場所に移動してくださ

い。

次のステップ：
l 「インストール・ウィザードを使用したUFTOneのインストール」(24ページ)

l 「UFTOneサイレント・インストール」(30ページ)

l 「インストールの検証」(43ページ)
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インストール・ウィザードを使用したUFTOne
のインストール
このトピックでは、インストール・プロセスをガイドするUFTOneインストール・ウィザードを
実行する方法について説明します。

英語以外の言語を使用しているコンピュータにUFTOneをインストールする場合、インス
トールのセットアップとウィザードは、自動的にコンピュータの言語で実行されます。

本章の内容

• インストール・ウィザードの実行 24

• UFT One改善プログラム 25

• ［カスタムセットアップ］画面 26

• UFT One設定画面 27

• Web 2.0アドインまたは Extensibility ツールキットのインストール 29

インストール・ウィザードの実行
インストールを行う前に、コンピュータを再起動してシステム構成を完全にしておく必要が
あります。

次に、Setup.exeファイルを実行して、［Unified Functional Testingセットアップ］を選択しま
す。指示された手順に従って、インストール作業を行います。

詳細については、次を参照してください。

l 「UFTOne改善プログラム」(25ページ)

l 「［カスタムセットアップ］画面」(26ページ)

l 「UFTOne設定画面」(27ページ)

UFTOneのインストールが完了すると、Readmeとインストール・ログの表示を確認するプ
ロンプトが表示されます。

また、コンピュータの再起動を確認するプロンプトが表示される場合もあります。このプロ
ンプトが表示されたら、できるだけ早く再起動することをお勧めします。システムの再起
動を先延ばしにすると、UFTOneに予期しない動作が発生する可能性があります。

注意:Web 2.0アドインまたはExtensibility ツールキットを使用する場合は、追加イ

ンストールを実行します。詳細については、「Web 2.0アドインまたはExtensibility

ツールキットのインストール」(29ページ)を参照してください。
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UFT One改善プログラム
［End-User License Agreement］表示枠で、UFTOne改善プログラムへの参加を選択でき
ます。

このオプションを選択すると、使用状況データを収集してMicro Focusに送信するように
UFTOneが設定されます。このデータは、どの改善がユーザにとって最も重要かを把握
するのに使用されます。

ウィザードで［詳細の表示］をクリックすると、プログラムの詳細が表示されます。

注意:このデータ収集は、後からUFTOne内で無効にしたり再度有効にしたりする

ことができます。詳細については、UFTOneヘルプセンターの「［使用状況データコ

レクタ］表示枠」を参照してください。

UFTOne インタフェースの言語の変更

標準設定ではUFTOneは、英語でインストールされます。

オペレーティング・システムの言語でUFTOneをインストールする場合は、［使用許諾契
約書］画面の下部にある言語オプションを選択します。
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［カスタムセットアップ］画面
［カスタムセットアップ］画面で、インストールするUFTOneの機能を選択します。

例：

機能ごとに、次のインストール・オプションのいずれかを選択します。

ローカル・ハード・ドライブにインストールします。

選択した機能をローカル・ハード・ディスク・ドライブにインストールします。サブ
機能はインストールされません。

機能全体をローカル・ハード・ドライブにインストールします。

選択した機能のすべてとそのサブ機能をローカル・ハード・ディスク・ドライブに
インストールします。

たとえば、.NETAdd-inをサブアドイン（Silverlight、WindowsPresentation
Foundation）込みでインストールするようにUFTOneを設定できます。

注意: 機能全体をインストールしません。を選択すると、インストールからその機能

が除外されます。この機能はUFTOneでは使用できなくなります。

次の表に、各機能の一覧を示します。
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機能 説明

ランタイム・エン
ジン

必須。UFTOneまたはUFT Developer テストを実行できます。

UIデザイナおよ
びIDE

UFTOneテストを編集できます。

Run Results
Viewer

UFTOneまたはUFT Developer 実行結果を表示できます。

Run Results Viewer を使用せずに、ブラウザ・ウィンドウに実行結果
を表示することもできます。

サンプル UFTOneチュートリアルで使用するデモ・アプリケーション。

ALM Plugin ALMからUFTOneテストを直接実行し、編集できます。

UFT Developer 開発用 IDEから機能テストを直接作成できます。

AI機能 UFTOneでAIベースのテストを使用できるようにします。

注：64ビット・オペレーティング・システムで、バージョン 15.0.2以降
のUFTOneでのみサポートされます。

GUIテストのアド
イン

サポート対象のテクノロジ・バージョンを使用してアプリケーションを
テストできます。

Web 2.0テクノロジを使用するアプリケーションをテストするには、
Web Add-inがインストールされている必要があります。

UFT One設定画面
UFTOneのインストールに合わせて自動的に設定する必要がある項目をすべて選択しま
す。

例：
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設定オプションには、次のものがあります。

Internet Explorer の
構成設定

テスト実行時にUFTOneでMicrosoft Script Debugger アプリ
ケーションを使用できるようになります。

別の方法として、UFTを実行する前にこれらの設定を手動で
行うこともできます。［インターネットオプション］＞［詳細設定］
で、次のオプションを選択します。

l スクリプトのデバッグを使用しない

l サードパーティ製のブラウザ拡張を有効にする

ALMからのUFTOne
のリモート実行を許
可する

DCOMのアクセス許可とセキュリティ設定が自動的に変更さ
れ、UFTOneコンピュータのファイアウォールの特定のポート
が開放されます。

Windows 7でUFTOneを実行していて、ALMからUFTOneテ
ストをリモート実行する場合に必要です。

これらのオプションを後から手動で設定する場合は、
https://softwaresupport.softwaregrp.com/km/KM02239325
を参照してください。

オートメーション・スク
リプトからのUFTOne
のリモート実行を許
可する

DCOMのアクセス許可とセキュリティ設定が自動的に変更さ
れ、オートメーション・スクリプトを使用して、UFTOneを別のコ
ンピュータからリモートで制御できるようになります。

これらのオプションを後から手動で設定する場合は、
https://softwaresupport.softwaregrp.com/km/KM02239325
を参照してください。
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重要:オートメーション・スクリプトからUFTOneをリモートで実行すると、リモート・

ユーザがこのマシン上のUFTOneを制御できるようになるため、UFTOneコン

ピュータがセキュリティ・リスクに曝されます。

Web 2.0 アドインまたは Extensibility ツールキットのイ
ンストール
Web 2.0アドインまたはExtensibility ツールキットを使用するには、追加のインストールを
実行する必要があります。

l Web 2.0 Add-inを使用すると、Web 2.0環境でHTMLユーザ・インタフェース・オブジェク
ト（コントロール）をテストできます。利用可能なWeb 2.0アドインのリストについては、
UFTOneオンライン・ヘルプのWeb 2.0 Add-insを参照してください。

l Extensibility ツールキットを使用すると、UFTOneアドインで現在サポートされていない
アドイン・オブジェクトのサポートを開発できます。

注意:このインストールは、フル・インストール・パッケージからUFTOneをインス

トールした場合にのみ使用できます。

Web 2.0 アドインまたはExtensibility ツールキットをインストールするには

1. UFTインストール・ウィザードを実行します。

UFTOneインストールの開始画面で、［Add-in Extensibility およびWeb 2.0 Toolkits］オプ
ションを選択します。

2. Unified Functional TestingAdd-in Extensibility とWeb 2.0 Toolkitのサポート・ページで必要
に応じて［Extensibility SDK］または［Web 2.0ツールキット］インストール・オプションを
選択します。

3. ウィザードの手順に従って、インストール作業を行います。

インストールが完了すると、ツールキット・ファイルとExtensibility SDKは、<UFT インストー

ル・フォルダ>\dat\Extensibilityフォルダに格納されています。

Web 2.0アドインは、UFTOneを開始したときに、アドイン・マネージャでWeb Add-inの子
ノードとして表示されます。
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UFTOneサイレント・インストール
UFTOneとALM Add-inは、ローカル・コンピュータまたはリモート・コンピュータにサイレ
ント・インストールできます。

本章の内容

• サイレント・インストールを実行する前に 30

• UFT Oneのサイレント・インストール 31

• UFT Oneの前提条件をインストールするためのサイレント・コマンド 31

• 個々のUFT One機能をインストールするためのサイレント・コマンド 34

• UFT Oneリモート設定オプションの設定 38

• 追加のサイレント・インストール・コマンド 39

• 軽量バージョンのUFT Oneのインストール 40

サイレント・インストールを実行する前に
UFTOneのインストール要件のリストを確認し、インストールするUFTOneパッケージを
ダウンロードします。詳細については、「UFTOneのインストール」(21ページ)を参照してく
ださい。

サイレント・インストールを行う前に：

l 管理者権限があることを確認します。

l 開いているファイルを保存し、開いているすべてのアプリケーションを終了します。

l システムを再起動して、システム構成を完全にしておきます。

l サイレント・インストール・コマンドは大文字と小文字を区別するため、記載されていると
おりに正確に入力する必要があります。

インストール・ファイルの場所： 

以下のサイレント・インストール・コマンドはすべて、<UFT Oneインストール・ファイル>フォル
ダからプログラムを実行します。

UFTOneインストール・パッケージをダウンロードして展開すると、以下のファイルを利用
できるようになります。

l フル・インストール・パッケージ：.zipファイルをダウンロードして展開した場合。

l 軽量インストール・パッケージ：Setup.exeファイルをダウンロードして実行し、パッケージ
の内容を展開した場合。
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UFT Oneのサイレント・インストール
msiexecコマンドを実行して、UFTOneをインストールします。使用する構文は次のとおり
です。

インストール・フォルダを指定しない場合、UFTOneは標準設定のインストール・フォルダ
にインストールされます。

64ビット

msiexec /i "<UFT One インストール・ファイル>\Unified Functional Testing\MSI\Unified_
Functional_Testing_x64.msi" /qb

32ビット

msiexec /i "<UFT One インストール・ファイル>\Unified Functional Testing\MSI\Unified_
Functional_Testing_x86.msi" /qb

詳細については、次を参照してください。

l 「UFTOneの前提条件をインストールするためのサイレント・コマンド」(31ページ)

l 「個々のUFTOne機能をインストールするためのサイレント・コマンド」(34ページ)

l 「追加のサイレント・インストール・コマンド」(39ページ)

l 「軽量バージョンのUFTOneのインストール」(40ページ)

l 「UFTOneリモート設定オプションの設定」(38ページ)

UFT Oneの前提条件をインストールするためのサイ
レント・コマンド
UFTOneの前提条件をインストールするには、以下のコマンド構文を使用します。

l 「UFTOneのすべての前提条件のインストール」(32ページ)

l 「.NETFramework 4.8のインストール」(32ページ)

l 「Microsoft Accessデータベース・エンジン2016のインストール」(32ページ)

l 「Microsoft WSE 2.0 SP3 Runtimeのインストール（WSEセキュリティ設定を使用して
Webサービスのテストを実行する場合にのみ必要）」(32ページ)

l 「Microsoft WSE 3.0 Runtimeのインストール（WSEセキュリティ設定を使用してWeb
サービスのテストを実行する場合にのみ必要）」(32ページ)

l 「Microsoft Visual C++ 2015 Redistributableのインストール」(33ページ)（またはそれ以
降のインストール）

l 「Microsoft PDMインストーラのインストール」(33ページ)
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UFTOne Add-in for ALMまたはUFTOne Run Results Viewer のみをインストールする場
合は、これらの前提条件のサブセットをインストールします。詳細については、「UFTOne
Add-in for ALMまたはUFTOne Run Results Viewer の前提条件のインストール」(34ペー
ジ)を参照してください。

注意:

l 一部の項目では、システムによって使用するコマンドが異なります。お使いのシ

ステムに最適なコマンドを実行してください。

l Windows 10では、WSEはMicrosoft による公式サポートの対象外となりました。

UFTOneのすべての前提条件のインストール

<UFT One インストール・ファイル>\Unified Functional Testing\EN\setup.exe
/InstallOnlyPrerequisite /s

.NET Framework 4.8 のインストール

<UFT One インストール・ファイル>\prerequisites\dotnet48\ndp48-x86-x64-allos-enu.exe /q
/norestart

Microsoft Accessデータベース・エンジン 2016のインストール

<UFT One インストール・ファイル>\prerequisites\msade2016\AccessDatabaseEngine.exe
/quiet

Microsoft WSE 2.0 SP3 Runtimeのインストール（WSEセキュリティ設定を
使用してWebサービスのテストを実行する場合にのみ必要）

https://marketplace.microfocus.com/appdelivery/content/uft-one-installation-
prerequisitesから.msiをダウンロードし、次のコマンドを実行します。

MicrosoftWSE2.0SP3Runtime.msi /quiet /norestart ALLUSERS=1

Microsoft WSE 3.0 Runtimeのインストール（WSEセキュリティ設定を使用
してWebサービスのテストを実行する場合にのみ必要）

https://marketplace.microfocus.com/appdelivery/content/uft-one-installation-
prerequisitesから.msiをダウンロードし、次のコマンドを実行します。

MicrosoftWSE3.0Runtime.msi /quiet /norestart ALLUSERS=1
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Microsoft Visual C++ 2015 Redistributable のインストール

Microsoft Visual C++ 2015 Redistributable（またはそれ以降のバージョン）がインストール
されていない場合は、次のコマンドのいずれかを使用します。

<UFT One インストール・ファイル>\prerequisites\vc2015_redist_x86\vcredist_x86.exe
/quiet /norestart

<UFT One インストール・ファイル>\prerequisites\vc2015_redist_x64\vcredist_x64.exe
/quiet /norestart

Microsoft Visual C++ 2015 Redistributableには、次のMicrosoft 更新プログラムが必要で
す。

Windows 7 https://support.microsoft.com/en-us/kb/2999226

Windows 8

Windows 8.1

WindowsServer
2012

https://support.microsoft.com/en-us/kb/2975061、または次の更
新プログラム： 

l https://support.microsoft.com/en-us/kb/2919442

l https://support.microsoft.com/en-us/kb/2919355

l https://support.microsoft.com/en-us/kb/2932046

l https://support.microsoft.com/en-us/kb/2937592

l https://support.microsoft.com/en-us/kb/2938439

l https://support.microsoft.com/en-us/kb/2934018

l https://support.microsoft.com/en-us/kb/2999226

欠落しているKBファイルがあるためインストールが開始されない場合は、%TEMP%フォル
ダの VC2015Prerequisite_yyyymmdd_XXXXXX.logファイルをチェックします。

Microsoft PDMインストーラのインストール

次のコマンドのいずれかを実行します。

<UFT One インストール・ファイル>\prerequisites\pdm\ScriptDebugging_x86.msi /quiet
/norestart

<UFT One インストール・ファイル>\prerequisites\pdm\ScriptDebugging_x64.msi /quiet
/norestart
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UFTOne Add-in for ALMまたはUFTOne Run Results Viewer の前提条
件のインストール

UFTOne Add-in for ALMまたはUFTOne Run Results Viewer のみをインストールする場
合は、マシンに次の前提条件をインストールします。

l 「.NETFramework 4.8のインストール」(32ページ)

l 「Microsoft Visual C++ 2015 Redistributableのインストール」(33ページ)（またはそれ以
降のインストール）

個々のUFT One機能をインストールするためのサイ
レント・コマンド
インストールするUFTOneの機能およびアドインを定義するには、サイレント・インストー
ルのコマンド・ラインでADDLOCAL MSIプロパティを使用します。

UFTOneのコア・コンポーネントだけをインストールする場合、このオプションを使用する
必要はありません。

注意:ADDLOCALプロパティを使用して機能をインストールすると、その親機能も

常にインストールされます。

次の例では、UFTOneランタイム・エンジンのみをインストールします。

msiexec /i "<UFT One インストール・ファイル>\Unified Functional Testing\MSI\Unified_
Functional_Testing_x64.msi" /qb ADDLOCAL="Core_Components" INSTALLDIR="<UFT_
Folder>" ALLOW_OTHERSRUNTESTS=1

次の例では、Java Add-inありの標準インストールを行います。

msiexec /i "<UFT One インストール・ファイル>\Unified Functional Testing\MSI\Unified_
Functional_Testing_x64.msi" /qb ADDLOCAL="Core_Components,IDE,Test_Results_
Viewer,Samples,Java_Add_in" INSTALLDIR="<UFT_Folder>">"

次の例では、Web Add-in と Java Add-inおよびDCOM設定のセットありで標準インストー
ルを行います。

msiexec /i "<UFT One インストール・ファイル>\Unified Functional Testing\MSI\Unified_
Functional_Testing_x64.msi" /qb ADDLOCAL="Core_Components,Samples,Java_Add_in"
CONF_DICOM=1 INSTALLDIR="<UFT_Folder>"
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詳細については、次を参照してください。

l 「必須コマンド」(35ページ)

l 「UFTOneコア・コンポーネントのオプション・コマンド」(35ページ)

l 「UFT Developer コンポーネント用のコマンド」(35ページ)

l 「UFTOneアドイン用のオプション・コマンド」(36ページ)

l 「Web 2.0アドインのインストール」(37ページ)

必須コマンド

コマンド構文 説明

Core_Components UFTOneランタイム・エンジンをインストールします。

UFTOne コア・コンポーネントのオプション・コマンド

コマンド構文 説明

IDE UFTOneのユーザ・インタフェースをインストールします。

Test_Results_

Viewer

Run Results Viewer をインストールします。

Samples UFTOneのインストール時にサンプル・アプリケーションもインストール
します。

AIServices UFTOneのAI機能をインストールし、UFTOneでAIベースのテスト機
能をサポートします。

注：64ビット・オペレーティング・システムで、バージョン 15.0.2以降の
UFTOneでのみサポートされます。

ALM_Plugin UFTOne Add-in for ALMをインストールします。

UFT Developer コンポーネント用のコマンド

コマンド構文 説明

UFTDeveloper_

Engine

UFT Developer ランタイム・エンジンをインストールします。

UFTDeveloper_

Client

UFT Developer クライアントをインストールします。
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Vs2012Addin

Vs2013Addin

Vs2015Addin

Vs2017Addin

Vs2019Addin

Microsoft Visual Studioの該当するバージョン用のUFT Developer プ
ラグインをインストールします。

IntelliJAddin IntelliJ IDEA用のUFT Developer プラグインをインストールします。

EclipseAddin Eclipse用のUFT Developer プラグインをインストールします。

ECLIPSE_

INSTALLDIR

Eclipse IDEへのパス。

UFTOne アドイン用のオプション・コマンド

各種UFTOneアドインをインストールします。

l ActiveX_Add_in

l Visual_Basic_Add_in

l Web_Add_in

l Delphi_Add_in

l Flex_Add_in

l Java_Add_in

l _Net_Add_in

l Silverlight_Add_in

l WPF_Add_in

l Oracle_Add_in

l PDF_Add_in（テクノロジ・プレビュー）

l PeopleSoft_Add_in

l PowerBuilder_Add_in

l Qt_Add_in

l SAP_Solutions_Add_in

l SAP_eCATT_integration

l Siebel_Add_in

l Stingray_Add_in

l TE_Add_in

l VisualAge_Add_in
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Web 2.0 アドインのインストール

UFTOneのWeb 2.0アドイン（JQueryUIやDojoなど）は、UFTOneのWeb Extensibility の
一部としてサポートされています。

次の構文でmsiexecコマンドを使用してWeb 2.0アドインをインストールします。

msiexec /qn /i "<UFT One インストール・ファイル>\Extensibility and
Toolkits\Web2AddinSetup\Web2AddinSetup.msi"
ADDLOCAL=ASPAjax,Dojo,GWT,jQueryUI,YahooUI,SiebelOpenUI,ExtJS,Salesfor
ceLightning

必要なWeb 2.0アドイン用の特定のADDLOCAL コマンドを含めるか除外します。

スタンドアロンUFTOne Add-in for ALMのインストール

UFTOneのインストール中にADDLOCAL コマンドを使用してUFTOne Add-in for ALMを
インストールすることはできません。代わりに、「個々のUFTOne機能をインストールする
ためのサイレント・コマンド」(34ページ)を参照してください。

コマンド・ラインでmsiexecコマンドを実行して、UFTOne Add-in for ALMをインストールし
ます。使用する構文は次のとおりです。

msiexec /i "<UFT One インストール・ファイル>\ALMPlugin\MSI\<ALM_Plugin_File>"
/qn

例：

msiexec /i "<UFT One インストール・ファイル>\ALMPlugin\MSI>\Unified_
Functional_Testing_Add-in_for_ALM.msi" /qn

ローカライズされたバージョンのUFTOneのインストール

コマンド・ラインで、msiexecコマンドにPRODUCT_LOCALE プロパティを追加して、ローカ
ライズされた次のバージョンをインストールします。

言語 コマンド

中国語 PRODUCT_LOCALE="CHS"

フランス語 PRODUCT_LOCALE="FRA"
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言語 コマンド

ドイツ語 PRODUCT_LOCALE="DEU"

日本語 PRODUCT_LOCALE="JPN"

ロシア語 PRODUCT_LOCALE="RUS"

次の例では、.NETAdd-inありでUFTOneの中国語バージョンがインストールされます。

msiexec /i "<UFT One インストール・ファイル>\Unified Functional Testing\MSI\Unified_
Functional_Testing_x64.msi" /qb ADDLOCAL="Core_Components,Samples,_Net_Add_in"
PRODUCT_LOCALE="CHS" INSTALLDIR="<UFT_Folder>"

UFT One リモート設定オプションの設定
標準設定では、［ALMからの UFTOneのリモート実行を許可する］と［オートメーションスクリ

プトからの UFTOneのリモート実行を許可する］オプションは含まれていません。サイレン
ト・インストールでこのオプションを設定するには、各オプションの値を=1に設定します。

オプション コマンド

Internet Explorer の構成設定 CONF_MSIE

ALMからのUFTOneのリモート実行を許可する ALLOW_RUN_FROM_ALM

オートメーション・スクリプトからのUFTOneのリモート実行
を許可する

ALLOW_RUN_FROM_

SCRIPTS

重要: オートメーション・スクリプトからUFTOneをリモートで実行すると、リモート・

ユーザがこのマシン上のUFTOneを制御できるようになるため、UFTOneコン

ピュータがセキュリティ・リスクに曝されます。

標準設定では、サイレント・インストール時に、オートメーション・スクリプトを使用してUFT
Oneをリモート制御する際に必要となるDCOM設定が構成されません。

オートメーション・スクリプト用のDCOM設定を構成するには、サイレント・インストール・コ
マンドで次の構文を使用します。

ALLOW_RUN_FROM_ALM=1

ALLOW_RUN_FROM_SCRIPTS=1
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追加のサイレント・インストール・コマンド

コマンド/引
数 説明

ADDLOCAL （オプション）サイレント・インストールでUFTOneの特定の機能とアド
インをインストールするように指示します。使用可能な機能のリストと
詳細については、「UFTOneコア・コンポーネントのオプション・コマン
ド」(35ページ)を参照してください。

注：

l このコマンドはUFTOneコア・インストールにのみ関連します。

l この引数を使用しない場合、UFTOneは標準のアドインとともにイ
ンストールされます。

l ADDLOCALコマンドに対して、Core_Componentsを必ず指定してくだ
さい。

l 値の区切りにはコンマを使用する必要があります。値にスペースを
入れてはいけません。

LICID=<ライセ

ンス ID>

（オプション）UFTOneライセンスをインストールするときに指定するラ
イセンスID。標準設定：20528（Functional Testing Concurrent User）

注：UFTOneのインストール時にUFT Developer 機能をインストールし
た場合、この機能を使用するには、ライセンスID10594（UFTOne
Concurrent User）または23078（UFTUltimate Concurrent User）が必
要です。

LICSVR=<サー

バ名>

（必須）UFTOneのライセンスをインストールするときに指定するライ
センス・サーバの名前または IPアドレス。

MsiFlags （オプション）MsiProperties引数に含まれない任意のMSIオプション、
フラグ、その他の命令（例：ログ・コマンド）。

MsiProperties （オプション）任意のMSIプロパティまたはパラメータ
（例：INSTALLDIR）。各MSIプロパティとその定義は引用符（""）で囲
まれている必要があり、スペースを入れてはいけません。

注：INSTALLDIRを使用してインストール・フォルダを指定できるのは、
新規インストールを実行する場合に限られます。アップグレード・シナ
リオでサイレント・インストールを実行すると、UFTOneは前のバー
ジョンと同じ場所にインストールされます。
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コマンド/引
数 説明

ALM_Plugin （必須）MSI インストール・ファイルの名前。

利用可能なユーザ・インタフェース言語ごとに別々のMSIファイルが
あります。

注：このコマンドはUFTOne Add-in for ALMのインストールにのみ関
連します。

軽量バージョンの UFT Oneのインストール
UFTOneインストール・パッケージのダウンロード時に、圧縮インストール・パッケージを
選択したことを確認してください。

このパッケージは、自己展開型インストール・パッケージで、MSIインストール・プログラム
が入っています。

このバージョンのUFTOneのインストールには、次の手順が含まれます。

1. インストール・パッケージを展開します。

2. MSI インストール・プログラムを実行して、UFTOneをインストールします。

コマンド・ラインに適切なパラメータを選択して、次のいずれかを実行します。

l UFT_One_<version>_Setup.exeを実行してインストール・パッケージを展開し、MSIプログ
ラムを自動的に実行します。

この方法では、UFTOneの前提条件がインストールされません。

l UFT_One_<version>_Setup.exeを実行してインストール・パッケージのみを展開し、MSIプ
ログラムを別に実行します。

前提条件をインストールする必要がある場合は、この方法を使用してください。インス
トール・パッケージを展開した後、MSIインストールを実行する前に、前提条件をインス
トールするためのサイレント・コマンドを使用します。

UFTOneの軽量バージョンをインストールするには、次のコマンドを使用
します。

コマンド構文 説明

UFT_One_<バージョ

ン>_Setup.exe -y

インストール・パッケージを展開して、シンプルなUI（進行状況
バーのみのダイアログ・ボックス）を使用して軽量バージョンの
UFTOneをインストールします。
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コマンド構文 説明

UFT_One_<バージョ

ン>_Setup.exe -y -

gm2

インストール・パッケージをサイレントに展開し、フル・インストー
ル・ウィザードのUIを使用して軽量バージョンのUFTOneをイン
ストールします。

UFT_One_<バージョ

ン>_Setup.exe -

InstallPath="c:\<パ

ス>"

標準設定のフォルダではなく、特定のターゲット・フォルダにイン
ストール・パッケージを展開します。

UFT_One_<バージョ

ン>_Setup.exe -! <パ

ラメータ・リスト>

インストール・パッケージを展開し、定義されたパラメータ値をMSI
インストーラに渡して、軽量バージョンのUFTOneをインストール
します。

可能なパラメータ： 

l /s：前提条件のダイアログ・ボックスを表示しません。
このオプションを指定しない場合、前提条件のダイアログ・ボッ
クスを閉じるには、インストール中にユーザの操作が必要にな
ります。

l /qn：軽量バージョンのUFTOneのインストールを完全なサイレ
ント・モードで行います。

l /l*v "<ログ・ファイルを生成する場所>.log"指定した場所にインス
トール・ログ・ファイルを生成します。標準設定の場所は %temp%

です。

l INSTALLDIR="<インストール・フォルダ>"：UFTOneを指定した場
所にインストールします（アップグレード・シナリオでは関係あり
ません）。

l ADDLOCAL="<インストールするコンポーネント>"：詳細について
は、「追加のサイレント・インストール・コマンド」(39ページ)を参
照してください。

UFT_One_<バージョ

ン>_Setup.exe -

ExecuteFile=""

インストール・パッケージを展開しますが、UFTOneのインストー
ルは実行しません。

展開が完了したら、前のセクションで説明したコマンドとオプション
を使用して前提条件をインストールし、UFTOneのサイレント・イ
ンストールを実行して、必要なアドインを選択します。

ヒント：サイレント・インストール・コマンドで、<UFTOneインストー
ル・ファイル>をインストール・コンテンツを展開したフォルダに変
更します。

例
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標準設定の場所（c:\temp）にパッケージを展開します。ただし、UFTOneのインストール
は開始しません。

UFT_One_15.0.1_Setup.exe -y -ExecuteFile=""

指定した場所（c:\UFTinstall）にサイレント・モードでパッケージを展開します。ただし、UFT
Oneのインストールは開始しません。

UFT_One_15.0.1_Setup.exe -y -gm2 -InstallPath="c:\UFTinstall" -
ExecuteFile=""

パッケージをサイレント・モードで展開し、シンプルなUIを使用してUFTOneのインストー
ルを開始します。

UFT_One_15.0.1_Setup.exe -y

パッケージを展開し、サイレント・モードでUFTOneのインストールを開始します。

UFT_One_15.0.1_Setup.exe -y -gm2 -! /s /qn

パッケージを指定した場所に展開し、UFTOneをサイレント・インストールし、ログ・ファイ
ルの場所とインストールの場所を変更して、複数のアドインと機能をインストールします。

UFT_One_15.0.1_Setup.exe -InstallPath="C:\15.0.1\extractedUFT" -y -gm2
-! /s /qn /l*v "C:\UFT_INSTALL.log" INSTALLDIR="C:\UFT_Program" ALLOW_
RUN_FROM_ALM=1 ALLOW_RUN_FROM_SCRIPTS=1 CONF_MSIE=1 DLWN_SCRIPT_DBGR=1
ADDLOCAL="Core_Components,Web_Add_in,ALM_Plugin,Test_Results_
Viewer,Samples,ActiveX_Add_in,Visual_Basic_Add_in,Delphi_Add_in,Flex_
Add_in"

次のステップ：
l 「インストールの検証」(43ページ)
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インストールの検証
インストールのステータスを検証するには、UFTOneインストール検証ツールを使用しま
す。

本章の内容

• UFT Oneインストール検証ツールの分析を実行する 43

• UFT Oneインストール検証ツールのレポートについて 43

UFT One インストール検証ツールの分析を実行する
UFTOneのインストール後、次のようにインストール検証ツールにアクセスします。

1. ［スタート］メニューから、［すべてのプログラム］＞［Micro Focus］＞［Micro FocusUnified
Functional Testing］＞［Tools］＞［Additional Installation Requirements］を選択します。

2. ［実行］をクリックしてユーティリティを実行します。このユーティリティは、UFTOneを
使用するための設定前提条件を処理します。インストールに必要な任意のウィザー
ドを実行します。

3. ［スタート］メニューから、［すべてのプログラム］＞［Micro Focus］＞［Micro FocusUnified
Functional Testing］＞［Tools］＞［Micro Focus UFT One Installation Validation Tool］を選択
します。

4. ［Micro Focusインストールチェックツール］ダイアログで、［分析］をクリックして、現
在のUFTOneインストールおよび設定ステータスに関するレポートを生成します。

5. レポートが生成されたら、必要に応じて次のいずれかをクリックします。

l レポートを表示：ブラウザでレポートを htmファイルとして表示します。

l 電子メールの送信：レポートを別のユーザに送信します。このオプションを使用する
には、UFTOneマシンで標準設定の電子メール・アプリケーションを設定する必要
があります。

UFT One インストール検証ツールのレポートについ
て
UFTOneインストール検証ツールは、インストールおよび構成状態を期待値と比較して検
証します。

期待どおりに返された値は、緑で強調表示され、予期しない値は赤で強調表示されま
す。

注意:リモート・エージェントが管理者モードで実行されていない場合、インストール

検証ツールは［リモートエージェントの設定］ダイアログにデータを返しません。
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その他の参照項目：
l 「UFTOneのアップグレード」(17ページ)

l 「UFTOneのインストール」(21ページ)

l 「インストール時の既知の問題」(45ページ)
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インストール時の既知の問題
このセクションでは、UFTOneのインストールに関するトラブルシューティングと制限事項につ
いて説明します。

本章の内容

• UFT Oneの以前のバージョン 45

• 使用中のファイル 45

• コンポーネントの登録に失敗しました 46

• UFT Oneインストールと他のADMソフトウェア 46

• UFT OneインストールとMicrosoft ソフトウェア 47

• UFT OneインストールとMicro Focus UFT Agent（ブラウザのサポート） 49

• UFT インストールと64ビット・アプリケーション 49

• UFT OneインストールとJava 50

UFTOneの以前のバージョン
l UFTOneをインストールする前に、Microsoft 更新プログラム

https://support.microsoft.com/en-us/kb/2999226がインストールされていることを確認し
ます。

インストールに失敗する場合は、Microsoft C++ 2015 Redistributableのインストール（<UFT
Oneインストール・フォルダ>/prerequisitesフォルダにあります）を修復し、UFTOneインストー
ルを再度実行します。

l ヘルプ・ドキュメントがオンライン化されたことにより、Help_Documentsサイレント・インストー
ル・パラメータはサポートされなくなりました。サイレント・インストール・スクリプトでこのパラ
メータを使用している場合は、スクリプトからこのパラメータを削除し、UFTOneが正しくイン
ストールされるようにしてください。

使用中のファイル
インストール・プロセスで［UFTOne使用中のファイル］ダイアログ・ボックスが表示される場合
は、［アプリケーションを閉じて開き直します。］を選択します。

アプリケーションがUFTOneによって自動的に閉じられ、インストールが続行されます。

再起動の後で［UFTOne使用中のファイル］ダイアログ・ボックスに、開いているアプリケーショ
ンとして Explorerが表示された場合は、次のいずれかを実行します。

アプリケーション
を閉じて開き直し
ます。

インストールに必要なアプリケーションを自動的に閉じるように、UFT
Oneに指示します。

アプリケーション
を閉じません。

インストールを続行するように、UFTOneに指示します。このオプション
を選択した場合、インストール後にコンピュータを再起動する必要があ
ります。
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コンポーネントの登録に失敗しました
インストール中にコンポーネントの登録に失敗したことを示すメッセージが表示された場合は、
［OK］をクリックしないでください。

代わりに、%TEMP%ディレクトリにある VC2015Prerequisite_yyyymmdd_XXXXXX.logファイルで問題
を確認してください。ログにサービスが正しく起動しなかったことが示された場合は、サービス
を手動で再起動して、インストールを再開してください。

UFTOneインストールと他のADMソフトウェア
Sprinter UFTOneとSprinter を同じコンピュータ上で使用している場合、UFTOne

とSprinter のどちらかを変更したときは、もう一方の製品に対して修復を
実行する必要があります。

ALM UFTOneがインストールされているのと同じコンピュータにALMクライア
ントがインストールされている場合、UFTOneをアンインストールすると、
ムービー（.fbr）ファイルの関連付けが削除されることがあります。

そのため、Micro Player アプリケーションを使って、ALMで管理されてい
る不具合に関するムービーを表示できないことがあります。

回避策：Windowsのファイル・オプションのダイアログ・ボックスで、ムー
ビー・ファイルにMicro Player アプリケーションを再度関連付けます。

UFT Developer l インストール時に関連する IDEがインストールされていない場合でも、
［カスタムセットアップ］画面でUFT Developer Visual Studioまたは
Eclipseプラグインを選択できます。

IDEを後からインストールすると、UFT Developer プラグインが使用で
きるようになりません。

回避策：必要なIDEをインストールした後で、インストールの修復を実
行します。

l UFTOneのインストールの一部としてUFT Developer のサイレント・イ
ンストールを実行する場合は、必ず新しい構文を使用してください。

詳細については、「UFT Developer コンポーネント用のコマンド」(35
ページ)を参照してください。

以下のようなエラーが発生した場合は、古いLeanFTサイレント・イン
ストール・コマンド構文を使用していないことを確認してください。

Error: The installer has encountered an unexpected error
installing this package. This may indicate a problem with this
package. The error code is 2711. The arguments are: LeanFT
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UFTOneインストールとMicrosoft ソフトウェア
ソフトウェア UFTの手順

Windows 10 l Windows 10オペレーティング・システムにUFTOneをインストールする場
合、UFTOneのインストールを行う前にCortana とアクション・センターを
終了する必要があります。

l Windows 10でUFTOneからALMに接続するには、管理者権限が必要で
す。

UFTOneのインストール後すぐに、管理者権限を使用してALMに接続し
ます。

l 場合によっては、Windowsのアップグレード（1803から 1903など）の後
に、UFTOneが正常に動作しなくなります。

根本原因：Windowsのアップグレードにより、UFTOneで必要ないくつかの
レジストリ・キーが削除された。

回避策：UFTOneインストールを修復します。

コンピュータにインストールされているプログラムのリストで、Micro Focus
Unified Functional Testingの［変更］を選択します。実行されるUFTOne
セットアップ・プログラムで、プログラムの［Repair］オプションを選択しま
す。
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ソフトウェア UFTの手順

pdm.dll l コンピュータ上にバージョン 6.0.0.8169の pdm.dllがある場合、セットアップ・
プログラムはそれをインストール時に検出し、Microsoft のサイトから修正
されたDLLをダウンロードするよう求めます。

詳細については、http://support.microsoft.com/kb/q293693/を参照して
ください。

l UFTOneでGUIテストをデバッグするには、pdm.dllファイルの最新バージョ
ンがインストールされ登録されていることを確認します。

pdm.dllファイルは、Microsoft Visual StudioおよびMicrosoft Office ととも
にインストールされ、登録されます。また、Microsoft Internet Explorer でも
インストールされます（登録はされません）。

現在登録されているバージョンが9未満の場合：

a. Microsoft Script Debugger をアンインストールします（インストールされ
ている場合）。

b. Microsoft Visual StudioまたはMicrosoft Officeの修復インストールを
実行します。

pdm.dllのバージョンについては次のレジストリを確認します：HKEY_
CLASSES_ROOT\CLSID\{78A51822-51F4-11D0-8F20-

00805F2CD064}\InprocServer32

Microsoft Internet Explorer とともにインストールされる pdm.dllを使用する
場合は、次の手順を実行します。

a. 管理者権限があることを確認します。

b. pdm.dllファイルを見つけます。通常は、c:\program files(x86)\internet

explorer\または c:\program files\internet explorerのいずれかに格納さ
れています。

c. pdm.dllファイルとmsdbg2.dllファイルを、同じフォルダから別の場所に
移動します。

d. 次のコマンドを実行します。

regsvr32 <pdm.dllの完全パス>\pdm.dll

regsvr32 <pdm.dllの完全パス>\msdbg2.dll

Microsoft
Office 64ビッ
ト版

同じマシンでUFTOneとMicrosoft Office 64ビット版を使用するには、最初
にUFTOneをインストールする必要があります。

Windows 8.x
以降
/Windows
Server 2012
R2

UFTOneをWindows 8.x以降またはWindowsServer 2012 R2で使用する場
合に、APIテストおよびコンポーネントを使用するときは、MSU（Microsoft
Update）KB2887595がインストールされていることを確認してください。
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UFTOneインストールとMicro Focus UFT Agent
（ブラウザのサポート）
ブラウザ UFTの手順

Google
Chrome

Google Chromeバージョン 31以降でアプリケーションをテストしている場合、
UFTOneのインストール後に初めてChromeを開くと、ChromeはMicro Focus
UFT Agent for Google Chromeを自動的にダウンロードしてインストールします。

次の場合、Micro FocusUFT Agent for Google Chrome拡張機能を手動で有効
にする必要があります。

l インターネットに接続していない。

l Google Chromeの自動更新を有効にしていない。

l Google Chromeバージョン 30以前を使用している。

この拡張機能を手動で有効にする方法の詳細については、Unified Functional
Testing 『アドイン・ガイド』のWebセクションの、Micro FocusUFT Agent for
Google Chrome拡張機能を手動で有効にする方法のタスクを参照してくださ
い。

Mozilla
Firefox

UFTOneのインストール後に初めてFirefoxを開くときに、Micro Focus
UFT Agent for Firefoxをインストールするプロンプトに同意します。

一般 最新のMicro FocusUFTAgent ブラウザ拡張機能を使用するには、この拡張機
能の古いバージョンであるFunctional Testing Agent拡張機能がインストールさ
れていないことを確認します。両方の拡張機能がインストールされている場合
は、新しい拡張機能を有効にする前に古い拡張機能を手動で削除します。

UFTインストールと64ビット・アプリケーション
管理者権限
でのインス
トール

管理者権限を持つユーザがUnified Functional Testing Add-in for ALMをイ
ンストールするか、Run Results Viewer の修復操作を実行した後に、管理者
権限のないユーザが同じコンピュータでUFTOneを実行すると、UFTOne
は64ビット・アプリケーションをサポートできなくなります。

回避策：管理者としてログインし、次のいずれかを実行してUFTOneを修復
するか、<UFTOneインストール>\bin64\Mediator64.exeを実行します。
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32ビットおよ
び64ビット・
アプリケー
ション

コンピュータにアプリケーションのバージョンが2種類あり、一方が32ビット
でもう一方が64ビットの場合、常に32ビット・バージョンが開かれます。

これは、オペレーティング・システムがProgram FilesフォルダからProgram
Files（x86）フォルダへのリダイレクトと、System32フォルダからSysWow64
フォルダへのリダイレクトを実行する場合に発生します。

回避策：64ビット・バージョンを指定するには、ステップで64ビット・バージョ
ンへのパスを明示的に指定してください。

.NET/WPF
Add-in
Extensibility

.NETまたはWPF Add-in Extensibility を 64ビットのWindows Formsプロセ
スで使用する場合、［Any CPU］オプションを使用してカスタム・サーバDLL
を構築する必要があります。

UFTOneインストールとJava
UFTOneがインストールされているマシンでJREを再インストールまたはアップグレードする
と、エラー1603が発生してJREのインストールが完了しない場合があります。

これは、UFTOneのJava環境変数とJava インストーラ間の干渉が原因である可能性があり
ます。

インストールを正常に完了するには、UFTOneのJava環境変数の名前を変更し、JREのイン
ストールを実行してから、変数名を元に戻します。

UFTOneのJava環境変数の名前を一時的に変更するには： 

1. Windowsデスクトップで、［マイコンピュータ］または［PC］を右クリックし、［プロパティ］を選択
します。

2. ［詳細設定］タブを選択します。

3. ［環境変数］ボタンをクリックします。

4. ユーザ環境変数リストとシステム環境変数リストの両方で、次の環境変数を探して名前を
編集します。

l _JAVA_OPTIONS

l Java_Tool_Options

l IBM_Java_Options

5. JREをインストールします。

6. インストールが完了したら、環境変数の名前を元の名前に戻します。
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英語以外の言語でのUFTインストール

英語以外の言語でUFTOneをインストールする場合、標準設定ではTTF16.ocxファイルは登
録されません。このような場合にエラーを回避するには、インストールを始める前に次の手順
を実行します。

1. Windowsの［ようこそ画面と新しいユーザーアカウントの設定］を参照します。これは
Windowsのコントロール・パネルの地域または地域と言語の設定で確認できます。

2. ［設定のコピー...］をクリックし、現在の設定を［ようこそ画面とシステムアカウント］にコピーす
るように選択します。

その他の参照項目：
l 「UFTOneライセンスに関する既知の問題」(77ページ)
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UFTOneライセンス
このセクションでは、さまざまな種類のUFTOneライセンス、ライセンス情報の表示場
所、およびライセンスのインストール方法について説明します。

本章の内容

• UFT ライセンスの種類 52

• ライセンス情報の表示 52

• AutoPass License Server 52

UFTライセンスの種類
UFTOneでは、さまざまなエディションと種類のライセンスをサポートしています。サポート
されているライセンスには、個々のユーザのシート・ライセンスと、ライセンス・サーバ・
プールから取得されるコンカレント・ライセンスが含まれます。

体験版ライセンスは、初めてUFTOneをインストールした後、60日間利用できます。この
体験版ライセンスはシート・ライセンスです。体験版のコンカレント・ライセンスが必要な場
合は、UFTOneの販売担当者またはパートナーまでお問い合わせください。

詳細については、「シート・ライセンスとコンカレント・ライセンス」(54ページ)および「ライセ
ンス・エディション」(56ページ)を参照してください。

ライセンスのインストールと設定の詳細については、以下を参照してください。

l 「ウィザードを使用したライセンスの管理」(60ページ)

l 「コマンド・ラインを使用したライセンスの管理」(65ページ)

l 「ライセンス動作の設定」(68ページ)

ライセンス情報の表示
現在のライセンスの詳細を表示するには、次の手順を実行します。

1. UFTOneで、［ヘルプ］＞［Unified Functional Testing のバージョン情報］を選択します。

2. ［ライセンス］をクリックします。

少なくとも 1つのライセンスの有効期限が近づいている場合、UFTOneには有効期
限に最も近いライセンスの日付が表示されます。

AutoPass License Server
コンカレント・ライセンスでは、AutoPass License Server を使用する必要があります。UFT
One 14.50以降にアップグレードする場合は、AutoPassのバージョンをAutoPassバー
ジョン 10.7以降にアップグレードする必要があります。
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Micro Focus ITOMマーケットプレイスからインストール・ファイルをダウンロードします（ロ
グインが必要）。

重要:前のバージョンのUFTOneを AutoPassバージョン 10.7で使用するには、

SSLを設定する必要があります。詳細については、AutoPass 10.7 SSL通信サ

ポート・ドキュメントを参照してください（ログインが必要）。

プロキシ設定、ライセンスとユーザの管理などの詳細については、AutoPass License
Server のオンライン・ドキュメントを参照してください。

その他の参照項目：
l 「インストール時の既知の問題」(45ページ)

l 「ライセンスに関するよくある質問」(72ページ)

l 「UFTOneライセンスに関する既知の問題」(77ページ)

l UFTOneコミュニティ・ディスカッション：ライセンス関連の問題

l ブログ：Take a deep dive into Unified Functional Testing’s new license
management
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シート・ライセンスとコンカレント・ライセンス
このトピックでは、UFTOneシート・ライセンスとコンカレント・ライセンスについて説明しま
す。必要に応じて最適なタイプのライセンスを選択するのに役立ちます。

本章の内容

• シート・ライセンス 54

• コンカレント・ライセンス 54

シート・ライセンス
シート・ライセンスは、コンピュータごとの特定のロック・コードに基づいたマシン固有のラ
イセンスです。

キーの入力が必要になるのは1回のみです。キーごとに1つのインストールが利用でき
ます。

複数の起動用パーティションを持つコンピュータは、パーティションごとに異なるロッキン
グ・コードを生成することがあります。シート・ライセンス・キーを取得する際は、UFTOne
またはUFT Developer を使用するパーティションのロック・コードを使用する必要がありま
す。

シート・ライセンスとWindowsサーバ

Windowsサーバにシート・ライセンスをインストールすると、Windowsサーバに最初にログ
インしたユーザがシート・ライセンスを消費します。

制限されたシート・ライセンス

期間限定のシート・ライセンスのインストールでは、コンピュータの日付を変更しないでく
ださい。日付を変更すると、アクティブなシート・ライセンスがブロックされ、それ以降、そ
のコンピュータではシート・ライセンスをインストールできなくなります。詳細については、
UFTOneライセンスの提供元にお問い合わせください。

MACアドレスまたはホスト名の変更

シート・ライセンスのインストール後にコンピュータのMACアドレスまたはホスト名を変更
した場合、シート・ライセンスの生成とインストールを再度行う必要があります。

コンカレント・ライセンス
コンカレント・ライセンスは、セッションごとにAutoPassライセンス・サーバから取得されま
す。コンカレント・ライセンスのインストールとアクセス許可には、アクティブなネットワーク
接続が必要です。
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UFTOneまたはUFT Developer は起動するたびに、使用可能なライセンスを求めて
AutoPassライセンス・サーバに接続し、サーバにより現在使用されているライセンスの数
が調節されます。

UFTOneまたはUFT Developer が閉じられると、ライセンスはAutoPassライセンス・サー
バに返されます。さらに、UFTOneまたはUFT Developer が指定された時間マウスまた
はキーボードの操作がなくアイドル状態の場合、コンカレント・ライセンスは解放されま
す。

FTツールをインターネットにアクセスせずに使用する必要がある場合は、代わりに次の
いずれかを使用します。

コミュータ・
ライセンス

インターネットを使用しないでUFTOneまたはUFT Developer にアクセス
する必要があることが分かっている場合は、事前にコミュータ・ライセンス

をチェックアウトしてください。

コミュータ・ライセンス・キーは一度入力すると、限られた期間、UFTOne
またはUFT Developer の単一インストールを使用できるようになります。

ライセンス・キーはマシンの識別情報に基づいており、要求を行うコン
ピュータに固有のものです。

リモート・コ
ミュータ・ラ
イセンス

予期せずインターネットにアクセスできない場合は、アクセスできる別の
ユーザにコミュータ・ライセンスをチェックアウトしてもらう必要がありま
す。

これはリモート・コミュータ・ライセンスと呼ばれ、FTツールで使用するため
に送信してもらう必要があります。

コミュータとリモート・コミュータの両方のライセンスは、有効期限日の23:59に失効しま
す。コミュータ・ライセンスの有効期限が終了すると、UFTOneおよびUFT Developer はラ
イセンスのタイプを以前使用していたタイプへと自動的に戻します。

ヒント:次のツールを使用して、ネットワーク全体のライセンス使用状況（FTツール

およびその他の製品）を追跡します。

https://marketplace.microfocus.com/itom/content/usage-hub

その他の参照項目：
l ブログ：Take a deep dive into Unified Functional Testing’s new license
management

l AutoPass License Server のオンライン・ドキュメント
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ライセンス・エディション
ADM Functional Testingツールは、さまざまなライセンス・エディションをサポートしていま
す。それぞれのエディションには、機能テスト機能の異なるサブセットがバンドルされてい
ます。

本章の内容

• サポートされるライセンス・エディション 56

• UFT 14.00より前からのライセンスのアップグレード 57

• ライセンスのフォールバック機能 57

サポートされるライセンス・エディション
次の表は、各ライセンス・エディションで利用可能な製品を示しています。

対応している
製品：

ライセンス名

UFTUltimate UFT One UFT Developer

UFTOne

UFT Developer

Sprinter

BPT

UFTMobile （機能テストの場合のみ）

また、UFTOneまたはUFT Developer テストのみを実行する必要がある場合は、UFT ラン

タイム・エンジン・ライセンスを使用します。

UFT ランタイム・エンジン・ライセンスでは、テストの作成や編集、またはUFTOne IDEや
UFT Developer IDEのプラグインへのアクセスを行うことはできません。

注意:

l UFT Ultimateライセンスは、コンカレント・ライセンスとしてのみ提供されます。

l Sprinter は UFT Ultimateまたは UFT Oneのコンカレント・ライセンスでのみ利用

できます。

l UFT OneライセンスでUFTOneとともにBPTを使用する場合は、ユーザ用の有

効なALMライセンスも必要です。
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UFT 14.00 より前からのライセンスのアップグレード

後方
互換
性

アップグレードを行う場合で、FT、QTP、またはUFTのライセンスを現在保有
している場合は、新しいライセンスの種類に移行する必要はありません。UFT
Oneは既存のライセンスで引き続き使用できます。

従来のFTまたはQTPライセンスをお持ちのお客様は、引き続き既存の機能
を使用できます。従来のUFTライセンスをお持ちのお客様は、UIテストのみ
に制限されます。そのような場合は、すべてのUFTOne機能を有効にするた
めにUFTOneライセンスにアップグレードすることをお勧めします。

UFTおよびLeanFTライセンスは、次のように自動的に名前が変更されます。

l UFT ライセンス：ライセンス名が UFT Oneライセンスに自動的に変更されま
す。

l LeanFT ライセンス：ライセンス名が UFT Developerライセンスに自動的に変更
されます。

デバイ
スID
ベース
のライ
センス

UFT14.00以降、UFTOneは、ライセンス・サーバの IPアドレスに基づいたコ
ンカレント・ライセンスに加えて、デバイスIDに基づいたコンカレント・ライセン
スをサポートしています。

ただし、IPアドレスに基づいたライセンスとデバイスIDベースのライセンスを
同時に使用することはできません。

AutoPass License Server に IDベースのコンカレント・ライセンスをインストー
ルすると、同じ機能に対する IPアドレスに基づいたライセンスは自動的に
アーカイブされます。

アップグレードを行う場合は、使用するライセンスの種類を選択し、必要に応
じてライセンスを移行します。

詳細については、AutoPass License Server のオンライン・ドキュメントを参照
してください。

ライセンスのフォールバック機能
UFTOneまたはUFT Developer を起動したときに、AutoPass License Server はUFTOne
またはUFT Developer マシンで設定されたライセンス・エディション（UFTOneまたは
UFT Developerなど）を使用しようとします。

ツールのマシンに設定されているライセンス・エディションの可用性が懸念される場合
は、「ライセンスのフォールバック機能の設定」(69ページ)の説明に従ってこの設定を変
更してください。

フォールバック機能を有効にした場合、ライセンスは次のように消費されます。
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UFTOne を起動したとき

l UFTOneライセンスをインストールしている場合、ライセンス・サーバはフォールバック
としてUFTOne Ultimateライセンスを探します。

l UFT ランタイム・エンジンまたは UFT Developerライセンスをインストールしている場合、
フォールバックはサポートされません。

UFT Developer を起動したとき

UFT Developer ランタイムエンジンを起動する場合、ライセンスは、お使いのマシンで設
定されたライセンスから始まって、ライセンス・サーバ上で次の順序で消費されます。

注意:

l ライセンスのフォールバック機能は、コンカレント・ライセンスを使用する場合に

のみ関係します。

l ライセンスのフォールバック機能は、デフォルトでは無効になっています。

サンプル・シナリオ1：UFT Developer マシンでUFT Developer ライセンス
が設定されている場合

使用しているマシンでUFT Developerライセンスが設定されていて、ライセンス・サーバに
使用可能なUFT Developerライセンスが存在しない場合、UFT Developer は UFT Oneライ
センスを消費しようとします。

使用可能なUFT Oneライセンスも存在しない場合、UFT Developer は UFT Ultimateライセ
ンスを消費しようとします。

サンプル・シナリオ2：UFT Developer マシンでUFTランタイム・ライセンス
が設定されている場合

使用しているUFT Developer マシンでUFT ランタイム・エンジン・ライセンスが設定されてい
て、使用可能なUFT ランタイム・エンジン・ライセンスが存在しない場合、UFT Developer は
UFT Developerライセンスを消費しようとします。

使用可能なUFT Developerライセンスも存在しない場合、UFT Developer は UFT Oneライ
センスなどを消費しようとします。

その他の参照項目：
l 「UFTOneライセンス」(52ページ)

l 「ライセンス動作の設定」(68ページ)
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l 「ライセンスに関するよくある質問」(72ページ)

l ブログ：Take a deep dive into Unified Functional Testing’s new license
management
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ウィザードを使用したライセンスの管理
Functional Testingライセンス・ウィザードでは、UFTOneまたはUFT Developer のライセ
ンスを管理できます。

ライセンスをインストールするには管理者権限が必要です。

本章の内容

シート・ライセンス・モードの設定
コンピュータごとに特定のロック・コードに基づいて、マシン固有のライセンスを持ってい
る場合は、シート・ライセンス・モードを設定します。詳細については、「シート・ライセンス
とコンカレント・ライセンス」(54ページ)を参照してください。

1. ［スタート］メニューまたは<UFTOne /UFT Developerインストール・フォルダ

>\bin\HP.UFT.LicenseInstallationWizard.exeからウィザードにアクセスします。

2. ［ライセンスウィザード］の開始画面で［シートライセンス］を選択します。

3. ［シートライセンスのインストール］画面で、次のいずれかを実行します。

l ［ライセンスキーファイルのロード］をクリックし、販売担当者から受け取ったライセ
ンス・キーの .datファイルを選択します。

編集フィールドにライセンス・キーを貼り付けます。

l ライセンス・キーをまだ取得していない場合は、［ライセンスキーファイルの入手方

法］セクションを展開し、その手順に従います。

4. ライセンス・キーが有効であることを検証し、［インストール］をクリックします。

5. 完了したら、UFTOneまたはUFT Developer を再起動して新しいライセンスを適用し
ます。

コンカレント・ライセンス・モードの設定（ウィザード）
UFTOneがAutoPass License Server からのコンカレント・ライセンスを消費するように、
コンカレント・ライセンス・モードを設定します。

詳細については、「シート・ライセンスとコンカレント・ライセンス」(54ページ)を参照してくだ
さい。

前提条件

l AutoPass License Server にUFTOneライセンスをインストールしておく必要がありま
す。

詳細については、AutoPass License Server のオンライン・ドキュメントを参照してくださ
い。
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l ネットワークに接続されていることと、AutoPass License Server にアクセスできることを
確認します。

コンカレント・ライセンス・モードを設定する

1. ［スタート］メニューまたは<UFTOne /UFT Developerインストール・フォルダ

>\bin\HP.UFT.LicenseInstallationWizard.exeからウィザードにアクセスします。

2. ［ライセンスウィザード］の開始画面で［コンカレント ライセンス］を選択します。

3. コンカレント・ライセンスのインストール画面が開いたら、次の形式でライセンス・サー
バのアドレスを入力します。

<ライセンス・サーバ・アドレス>:<ポート>

標準ポート番号は 5814です。

注意:アドレス形式は、ライセンス・サーバの［Configuration］表示枠の［Main］タ

ブで使用されているものと同じである必要があります。

詳細については、AutoPass License Server のオンライン・ドキュメントを参照

してください。

4. ［接続］をクリックし、ライセンス・サーバに接続します。

5. （オプション）セカンダリ・ライセンス・サーバを定義します。

プライマリ・ライセンス・サーバが利用できない場合、UFTOneまたはUFT Developer
はセカンダリ・ライセンス・サーバに接続してライセンスを取得します。詳細について
は、AutoPass License Server のオンライン・ドキュメントを参照してください。

［セカンダリサーバの追加］リンクを展開し、セカンダリ・ライセンス・サーバのアドレス
を入力します。

6. 製品ライセンスのドロップダウン・リストで適切なライセンスを選択し、［インストール］
をクリックします。

7. ライセンス消費を定義している間にUFTOneまたはUFT Developer が実行されてい
た場合は、再起動して新しいライセンスを適用します。

コミュータ・ライセンスのチェックアウトと消費
l 「コミュータ・ライセンスのチェックアウトと消費」(61ページ)

l 「コミュータ・ライセンスの返却」(62ページ)

コミュータ・ライセンスのチェックアウトと消費

コミュータ・ライセンスをチェックアウトするには、ライセンス・サーバに使用可能なコンカ
レント・ライセンスが存在しなければなりません。
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1. 前提条件：ネットワークに接続されていることと、AutoPass License Server にアクセス
できることを確認します。

ライセンス・サーバにアクセスできない場合は、「リモート・コミュータ・ライセンスの
チェックアウトと消費」(63ページ)を参照してください。

2. ［スタート］メニューまたは<UFTOne /UFT Developerインストール・フォルダ

>\bin\HP.UFT.LicenseInstallationWizard.exeからウィザードにアクセスします。

3. ［ライセンスウィザード］の開始画面で［追加オプション］＞［コミュータライセンス］を選択
します。

4. コミュータ・ライセンスのインストール画面が開いたら、次の形式でライセンス・サー
バのアドレスを入力します。

<ライセンス・サーバ・アドレス>:<ポート>

標準ポート番号は 5814です。

注意:アドレスの形式は、License Server の［Configuration］表示枠の［Main］タ

ブで使用されているものと同じである必要があります。

詳細については、AutoPass License Server のオンライン・ドキュメントを参照

してください。

5. ［接続］をクリックし、ライセンス・サーバに接続します。

6. 利用可能なライセンスが一覧表示されたら、ライセンス・サーバのアドレスフィールド
の下にある［利用可能］が選択されていることを確認します。

7. 利用可能なライセンスのリストから、必要なライセンスを選択します。

8. ［ライセンスのチェックアウト期間 (日)］フィールドに、コミュータ・ライセンスが必要にな
る日数を入力します。

最大180日間

9. ［チェックアウト］をクリックし、［次へ］をクリックしてライセンス消費を定義します。

10. ライセンス消費を定義している間にUFTOneまたはUFT Developer が実行されてい
た場合は、再起動して新しいライセンスを適用します。

コミュータ・ライセンスの返却

ライセンスの作業が完了したら、ライセンス・サーバに戻してください。

このプロセスは、チェックアウトされたすべてのライセンスをチェックインします。これらの
ライセンスのうちいくつかがまだ必要な場合は、もう一度チェックアウトしてください。

1. 前提条件：ネットワークに接続されていることと、ライセンス・サーバにアクセスできる
ことを確認します。

ライセンス・サーバにアクセスできない場合は、「リモート・コミュータ・ライセンスの
チェックアウトと消費」(63ページ)を参照してください。
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2. ［スタート］メニューまたは<UFTOne /UFT Developerインストール・フォルダ

>\bin\HP.UFT.LicenseInstallationWizard.exeからウィザードにアクセスします。

3. ［ライセンスウィザード］の開始画面で［追加オプション］＞［コミュータライセンス］を選
択します。

4. コミュータ・ライセンスのインストールの画面が開き、ライセンス・サーバのアドレスが
表示されます。すでに接続された状態になっています。

必要に応じて、次の形式でライセンス・サーバのアドレスを入力します。

<ライセンス・サーバ・アドレス>:<ポート>

標準ポート番号は 5814です。

注意:アドレス形式は、ライセンス・サーバの［Configuration］表示枠の［Main］タ

ブで使用されているものと同じである必要があります。

詳細については、AutoPass License Server のオンライン・ドキュメントを参照

してください。

5. ライセンスを一覧表示する領域で、［チェックアウト済み］が選択されていることを確認
します。

例：

6. ［すべてのライセンスのチェックイン］をクリックし、［次へ］をクリックします。チェックアウ
トされたライセンスのリストが消去されます。

リモート・コミュータ・ライセンスのチェックアウトと消
費
l 「リモート・コミュータ・ライセンスのチェックアウトと消費」(63ページ)

l 「リモート・コミュータ・ライセンスの返却」(64ページ)

リモート・コミュータ・ライセンスのチェックアウトと消費

リモート・コミュータ・ライセンスをチェックアウトするには、ライセンス・サーバに使用可能
なコンカレント・ライセンスが存在しなければなりません。

1. ［スタート］メニューまたは<UFTOne /UFT Developerインストール・フォルダ

>\bin\HP.UFT.LicenseInstallationWizard.exeからウィザードにアクセスします。

2. ［ライセンスウィザード］の開始画面で［追加オプション］＞［リモート コミュータライセン

ス］を選択します。

3. ［リモートコミュータライセンスのインストール］画面で、［要求ファイルの生成］が選択
されていることを確認します。

4. 利用可能なライセンスのリストから、必要なライセンスを選択します。
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5. ［ライセンスのチェックアウト期間 (日)］フィールドに、コミュータ・ライセンスが必要にな
る日数を入力します。

最大180日間

6. ［要求ファイルの生成］をクリックします。

7. このボタンの下に表示されているリンクをクリックして、要求ファイルを含むフォルダ
を開きます。

生成された .lcor要求ファイルをライセンス・サーバの管理者、またはライセンス・サー
バへのアクセス許可を持つユーザに送信します。

別のユーザが、ライセンス・サーバにアクセスして、ライセンス・キー・ファイルを
チェックアウトし、ライセンス・キー・ファイルを送信する必要があります。

8. ライセンス・キー・ファイルを受け取ったら、ローカルに保存します。

［ライセンスのインストール］をクリックし、［ファイルの選択］をクリックして受け取ったテ
キスト・ファイルを参照します。

9. ［インストール］をクリックしてライセンスをインストールします。

10. ライセンス消費を定義している間にUFTOneまたはUFT Developer が実行されてい
た場合は、再起動して新しいライセンスを適用します。

リモート・コミュータ・ライセンスの返却

ライセンス・サーバ管理者がライセンスをチェックアウトした後に、この手順を実行しま
す。

1. ［スタート］メニューまたは<UFTOne /UFT Developerインストール・フォルダ

>\bin\HP.UFT.LicenseInstallationWizard.exeからウィザードにアクセスします。

2. ［ライセンスウィザード］の開始画面で［追加オプション］＞［リモート コミュータライセン

ス］を選択します。

3. ［リモートコミュータライセンスのインストール］画面で、［要求ファイルの生成］が選択
されていることを確認します。

4. 生成画面で［チェックイン要求の生成と保存］をクリックし、.lcirチェックイン要求ファイル
を保存します。

5. ［次へ］をクリックしてライセンスをアンインストールします。

ライセンス・ウィザードの画面で、リモート・コミュータ・ライセンスのアンインストールが完
了したことが報告されます。UFTOneまたはUFT Developer のライセンスの種類が以前
のものに戻り、そのライセンスがアクティブになります。

その他の参照項目：
l 「シート・ライセンスとコンカレント・ライセンス」(54ページ)

l ブログ：Take a deep dive into Unified Functional Testing’s new license
management
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コマンド・ラインを使用したライセンスの管理
シート・ライセンスまたはコンカレント・ライセンスの消費およびライセンスのステータスの
確認をコマンド・ラインから直接行います。ライセンスをインストールするには管理者権限
が必要です。

本章の内容

• コマンド・ラインからのライセンス・インストーラの実行 65

• コマンド・ラインを使用したシート・ライセンスの定義 65

• コマンド・ラインを使用したコンカレント・ライセンスの消費 66

コマンド・ラインからのライセンス・インストーラの実行
次のように、ライセンス・インストーラ LicenseInstall.exeを実行します。

"<UFT One または UFT Developer インストール・ディレクトリ

>\bin\HP.UFT.LicenseInstall.exe"

関連するコマンドとパラメータのセットを、以下の説明に従って追加します。

l 「コマンド・ラインを使用したシート・ライセンスの定義」(65ページ)

l 「コマンド・ラインを使用したコンカレント・ライセンスの消費」(66ページ)

コマンド・ラインを使用したシート・ライセンスの定義
ライセンス・インストーラを実行し、次を追加して、コマンド・ラインでシート・ライセンスを定
義します。

seat "<ライセンス・キー文字列>"

例：

"C:\Program Files (x86)\Micro Focus\Unified Functional
Testing\bin\HP.UFT.LicenseInstall.exe" seat "<key> \" Micro Focus
Unified Functional Testing"

注：

l ライセンス・キー文字列に二重引用符（"）が含まれている場合は、引用符の前にバッ
クスラッシュ（\）を追加してください。

l ライセンス・キー・ファイルがローカルに保存されている場合は、ライセンス・インストー
ラを実行し、次のコードを追加し、ライセンス・キー・ファイルへのパスを引用符で囲み
ます。

インストール・ガイド

コマンド・ラインを使用したライセンスの管理

UFT One (15.0-15.0.2) 65 / 83ページ



seat "<ライセンス・キー・ファイルへのパス>"

例：

"C:\Program Files (x86)\Micro Focus\Unified Functional
Testing\bin\HP.UFT.LicenseInstall.exe" seat "Downloads\UFT-
licfile.dat"

詳細については、「UFTOneライセンス」(52ページ)を参照してください。

コマンド・ラインを使用したコンカレント・ライセンスの
消費
これらの手順では、AutoPassライセンス・サーバにインストールされているコンカレント・
ライセンスを消費するようにUFTOneを構成します。

AutoPass License Server での利用可能なライセンスの確認

次を追加してライセンス・インストーラを実行します。

licenses <プライマリ・サーバ名/アドレス>:<ポート> [<セカンダリ・サーバ名/アドレス>:<
ポート>]

例：

"C:\Program Files (x86)\Micro Focus\Unified Functional
Testing\bin\HP.UFT.LicenseInstall.exe" licenses 11.11.111.111:5814

注意:セカンダリ・サーバ名/アドレスとポートはオプションです。

利用可能なライセンスが一意の IDとバージョンで表示されます。

コンカレント・ライセンスの消費

1. ライセンス・インストーラを実行して、上記のように、AutoPass License Server で利用
可能なライセンスを確認します。

利用可能なライセンスが一意の IDとバージョンで表示されます。

2. ライセンス・インストーラを再度実行します。今回は、次のコマンドとパラメータを追加
します。
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concurrent <ライセンス ID> <ライセンス・バージョン> <プライマリ・サーバ名/アドレス

>:<ポート> [<セカンダリ・サーバ名/アドレス:<ポート>] [/force]

アドレス オプション。

アドレスの形式は、AutoPass License Server の［Configuration］表示枠
の［Main］タブで使用されているものと同じである必要があります。

詳細については、AutoPass License Server のオンライン・ドキュメントを
参照してください。

ポート 任意。

プライマリ・サーバとセカンダリ・サーバの標準設定のポートは 5814で
す。

/force 任意。

/forceを指定すると、現在のインストールが失敗した場合でも、ライセン
ス・インストール情報が保存されます。これに続くセッションで、UFTOne
またはUFT Developer はリストアップされたライセンス・サーバに、該当
するライセンスがあるかどうかをチェックします。

例：

"C:\Program Files (x86)\Micro Focus\Unified Functional
Testing\bin\HP.UFT.LicenseInstall.exe" concurrent 11.11.111.111:5814
/force

サーバ接続プロトコルの変更

次を追加してライセンス・インストーラを実行します。

l プライマリ・ライセンス・サーバ：config protocol.primary <プロトコル>

l セカンダリ・ライセンス・サーバ：config protocol.second <プロトコル>

<プロトコル>は必要に応じて httpまたは httpsを指定します。

その他の参照項目：
l 「シート・ライセンスとコンカレント・ライセンス」(54ページ)

l ブログ：Take a deep dive into Unified Functional Testing’s new license
management
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ライセンス動作の設定
このトピックでは、UFTOneのライセンス動作の設定方法について説明します。

UFT Developer を LinuxまたはMacにインストールする場合、またはUFT Developer スタ
ンドアロンをインストールする場合は、代わりにUFT Developer ヘルプセンターを参照し
てください。

注意:後方互換性を考慮して、一部のフォルダ・パスには以前の会社のブランドが

意図的に使用されています。

本章の内容

• 一般的なライセンス設定 68

• ライセンスのフォールバック機能の設定 69

• ライセンス・タイムアウトの設定 70

一般的なライセンス設定
一般的なライセンス動作は、UFTOneまたはUFT Developer マシンにあるAutoPassライ
センス設定ファイルで管理されます。

このファイルは C:\ProgramData\Hewlett-Packard\UFT\License\autopass.txtにあり、サポー
トされているオプションと値の詳細が含まれています。

重要:このファイルを設定する際には注意が必要です。

間違った設定を行うと、UFTOneまたはUFT Developer が予期しない動作をした

り、UFTOneまたはUFT Developer が起動しなくなったりすることがあります。

追加の設定は、次のとおりです。

l 「ライセンスのフォールバック機能の設定」(69ページ)：コンカレント・ライセンス・サーバ
に複数のライセンス・エディションがインストールされていて、使用可能なライセンスを
製品が常に見つけられるようにする場合は、この手順を実行します。

l 「ライセンス・タイムアウトの設定」(70ページ)：ライセンスが開放されるまでのタイムア
ウト期間を定義します。
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ライセンスのフォールバック機能の設定
システムでUFTOneおよびUFT Developer のライセンス・フォールバック機能を使用する
かどうかを、次のように定義します。

1. AutoPass License Server マシンで、
C:\ProgramData\autopass\apls\licenseserver\data\conf\UFT.xmlファイルを参照します。

注意:このファイルは、AutoPassバージョン 9.3以降で使用できます。

2. 必要に応じて、キーと値を編集して追加し、次の値を trueに設定します。

製品 ライセンスの種類 キー

UFTOne 任意 license.fallback.uft.rte

ランタイム・エンジン 任意 license.fallback.rte.rte

UFT Developer UFT Developer license.fallback.leanft.leanft

UFT Developer ランタイム・エンジン license.fallback.leanft.rte

次の形式でキーと値を編集して追加します。

<entry key="{Key}">{Value}</entry>

例:UFTOneを使用する場合で、任意のライセンスの種類を設定している場合に

フォールバック機能を有効にするには、次のように関連するキーの値を trueに設

定します。

<entry key="license.fallback.uft.rte">true</entry>

ランタイム・エンジンライセンスの検出

フォールバック機能を有効にしていて、使用可能なランタイム・エンジンのライセンスが
検出された場合、テストの実行のみを行うことができます。作成や編集の機能は利用で
きません。

UFTOne IDEやUFT Developer IDEのプラグインに常にアクセスできるようにするには、
次のいずれかを実行します。

l キーの値を falseに設定して、フォールバック機能を無効にする（これが標準設定で
す）。
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l ライセンス・サーバの管理者に問い合わせて、UFTOneランタイム・エンジンのライセ
ンスがブロックされているか使用中であることを確認する。

詳細については、「ライセンスのフォールバック機能」(57ページ)を参照してください。

ライセンス・タイムアウトの設定
キーボード入力やマウス入力がない場合に、UFTOneまたはUFT Developer が現在使
用されているコンカレント・ライセンスを開放するまでの時間（分）を定義します。

UFTOne またはUFT Developer のタイムアウトの設定

1. UFTOneまたはUFT Developer マシンで、C:\ProgramData\Hewlett-
Packard\UFT\License\LicenseSettings.xmlの LicenseSettings.xmlファイルを編集用に開
きます。

2. 次のパラメータを、タイムアウトに定義する分数で更新します。

LicenseAutoReleaseInterval ライセンスがタイムアウトしそうなことをユーザ
に警告する確認メッセージが表示されるまで
の時間（分数）。

ConfirmLicenseReleaseTimeout 確認メッセージが閉じられ、ライセンスが開放
されるまでの時間（分）。

AutoPass コンカレント・ライセンス・サーバのタイムアウトの設定

AutoPass License Server マシンで、UFT.xmlファイル
（C:\ProgramData\autopass\apls\licenseserver\data\conf\UFT.xml）を参照します。

編集用にファイルを開き、次のコード行を追加します。

<entry key="autorelease.interval"><#></entry>

ここで、<#>は操作のない時間（分）です。

例:次のコード行を指定すると、操作のない状態が10分間続いたときに、ライセン

スが開放されます。

<entry key="autorelease.interval">10</entry>
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その他の参照項目：
l 「ライセンスに関するよくある質問」(72ページ)

l 「UFTOneライセンスに関する既知の問題」(77ページ)

l 「UFTOneライセンス」(52ページ)

l ブログ：Take a deep dive into Unified Functional Testing’s new license
management
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ライセンスに関するよくある質問
このトピックでは、Functional Testingライセンスの使用とインストールに関して、よくある
質問とその回答をまとめます。

注意:後方互換性を考慮して、一部のフォルダ・パスには以前の会社のブランドが

意図的に使用されています。

本章の内容

• UFT Oneヘルプセンターのライセンス・スコープ 72

• 古いライセンス（UFT One 12.50より前のもの）を新しいライセンス・サーバで使用できます
か。 72

• どのライセンスをインストールすればよいのですか。 73

• AutoPass License Server をインストールするにはどうすればよいですか。 73

• コンカレント・ライセンスを使用する場合、ライセンス・サーバに接続するには、どうすればよ
いでしょうか。 74

• エンタープライズ・ネットワークにUFT Oneをデプロイする場合、どのような方法でライセンス
をインストールすればよいでしょうか。 74

• ライセンス・サーバでコンカレント・ライセンスを管理する方法を教えてください。 74

• ライセンスの動作を自分で設定することはできますか。 75

• ライセンス・サーバでは、セカンダリ（バックアップ）ライセンス・サーバを使用する設定は可
能ですか。 75

• プロキシ経由でAutoPass License Server を使用できますか。 75

• クリーンアップ・ライセンスとは何ですか。 75

• 体験版ライセンスの有効期限が短いのですが、どうすればよいでしょうか。 76

UFT Oneヘルプセンターのライセンス・スコープ
このガイドでは、UFTOneおよびUFT Developer からAutoPass License Server のライセ
ンスにアクセスする方法について説明します。

プロキシ設定、ライセンスのインストールと管理、およびユーザ管理などのAutoPass
License Server の各機能の詳細については、AutoPass License Server のオンライン・ド
キュメントを参照してください。

古いライセンス（UFT One 12.50 より前のもの）を新し
いライセンス・サーバで使用できますか。
使用できません。UFTOne 12.50でライセンスのメカニズムが変更され、コンカレント・ライ
センス・サーバがAutoPass License Server に変更されています。

UFTOneの旧バージョンでは、Sentinelコンカレント・ライセンス・サーバを使用します。
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注意:AutoPass License Server とそのドキュメントは、UFTOneセットアップ・プログ

ラムで提供されます。

UFTOne 12.50以降のバージョンでライセンスを使用するか、またはAutoPass License
Server にライセンスをインストールするには、ライセンスをアップグレードする必要があり
ます。

どのライセンスをインストールすればよいのですか。
次の表を参考にして、インストールするライセンスの種類を判断してください。ライセンス
の種類の詳細については、「UFTOneライセンス」(52ページ)を参照してください。

シナリオ インストールするライセンスの種類

固有のライセンス（ライセンスを一意に識別でき

るライセンス・キーを使用）が割り当てられていま

すか。

シート

必要に応じてライセンスを使用するグループに

所属していますか。

コンカレント

ライセンスがインストールされているラ
イセンス・サーバの IPアドレスが必要
です。

ライセンスのチェックアウトに使用する IP アドレ

スが割り当てられていますか。

コンカレント

出張を予定しており、ライセンス・サーバにアクセ

スできない状態になりますか。

コンカレント・コミュータ

現在出張中であり、ライセンス・サーバにアクセ

スしてライセンスを取得できない状態ですか。

リモート・コミュータ

AutoPass License Server をインストールするにはど
うすればよいですか。
Micro Focus ITOMマーケットプレイスからAutoPass License Server をダウンロードしてく
ださい（ログインが必要です）。

詳細については、AutoPass License Server のオンライン・ドキュメントを参照してくださ
い。
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コンカレント・ライセンスを使用する場合、ライセンス・
サーバに接続するには、どうすればよいでしょうか。
Functional Testingライセンス・ウィザードを実行し、ライセンス・サーバの IPアドレスを入
力します。これにより、ライセンス・サーバへの接続がチェックされ、インストール可能なラ
イセンスが一覧表示されます。

コンカレント・ライセンスをインストールすると、UFTOneまたはUFT Developer はUFT
OneまたはUFT Developer ランタイム・エンジンが起動するたびに、指定されたライセン
ス・サーバのアドレスを確認して、要求されたライセンスを取得します。

詳細については、「ウィザードを使用したライセンスの管理」(60ページ)を参照してくださ
い。

エンタープライズ・ネットワークにUFT One をデプロ
イする場合、どのような方法でライセンスをインス
トールすればよいでしょうか。
UFTOneのコマンド・ライン・ツールを使用すれば、ライセンス・ウィザードを使用しなくても
UFTOneライセンスをインストールできます。

ライセンスのインストールに使用するコマンドの詳細については、「コマンド・ラインを使用
したライセンスの管理」(65ページ)を参照してください。

コマンド・ラインでは、シート・ライセンスとコンカレント・ライセンスをインストールできま
す。

ライセンス・サーバでコンカレント・ライセンスを管理
する方法を教えてください。
AutoPass License Server には完全なWebベースのインタフェースが付属し、すべてのラ
イセンス（コンカレントとコミュータ両方）のインストールと管理を実行できます。

詳細については、AutoPass License Server のオンライン・ドキュメントを参照してくださ
い。

ヒント: SWUsage Hubツールを使用して、ネットワーク全体でのライセンスの使用状

況を追跡します。
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ライセンスの動作を自分で設定することはできます
か。
できます。詳細については、「ライセンス動作の設定」(68ページ)を参照してください。

ライセンス・サーバでは、セカンダリ（バックアップ）ラ
イセンス・サーバを使用する設定は可能ですか。
可能です。これを行うには、2つの異なるサーバ上でライセンス・サーバをインストールし
てから、一方をプライマリ、もう一方をセカンダリ・サーバとして設定します。この設定は、
AutoPass License Server のWeb UIで行います。

また、この情報をライセンス・ウィザードでUFTOneまたはUFT Developer に設定すると、
プライマリ・ライセンス・サーバが使用不能になった場合に、UFTOneまたは
UFT Developer がセカンダリ・ライセンス・サーバからコンカレント・ライセンスを取得でき
るようになります。

詳細については、AutoPass License Server のオンライン・ドキュメントを参照してくださ
い。

プロキシ経由でAutoPass License Server を使用でき
ますか。
できます。UFTOneまたはUFT Developer マシンにある autopass.txtファイル
（C:\ProgramData\Hewlett-Packard\UFT\License\autopass.txt）でプロキシを設定します。

プロキシ設定の詳細については、このファイル内のコメントを参照してください。関連する
行のコメントを解除し、それらの値を定義してください。

注意:UFT Developer の Linux/Macインストールの場合は、UFT Developer ヘルプ

センターを参照してください。

クリーンアップ・ライセンスとは何ですか。
ライセンス・サーバのインストール後にコンピュータの時計が変更された場合、ライセン
ス・サーバおよびUFTOneまたはUFT Developer からライセンス・サーバへの接続はい
ずれも正常に機能しなくなります。

このような場合には、ライセンス・サーバでクリーンアップ・ライセンスを使用する必要が
あります。これにより、ライセンス機能がすべてリセットされます。
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クリーンアップ・ライセンスの詳細については、UFTOneライセンスの提供元にお問い合
わせください。

体験版ライセンスの有効期限が短いのですが、どう
すればよいでしょうか。
試用版ライセンスの期間について問題がある場合は、以下を確認します。

l UFTOneまたはUFT Developer インストール・フォルダとそのすべてのサブフォルダへ
のすべてのアクセス許可があることを確認します。

l システム時刻を変更していないことを確認します。システム時刻を変更した場合は、ラ
イセンス・メカニズムにより日付を戻した日数に応じて試用期間が短くなることがありま
す。

注意:

UFTOne 15.0：試用版ライセンスの期間は60日です。

UFTOne 15.0.1以降：試用版ライセンスの期間は30日です。

その他の参照項目：
l ブログ：Take a deep dive into Unified Functional Testing’s new license
management
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UFTOneライセンスに関する既知の問題
関連：GUIテストおよびAPIテスト

Functional Testingライセンスの使用時には、次の既知の問題があります。

UFTOneおよび
UFT Developer
の同時インス
トール

UFTOneセットアップ・プログラムからUFT Developer をインストー
ルし、UFTOneのシート・ライセンスを使用している場合、
UFT Developer は同じライセンスを使用します。

このような場合、UFTOneとUFT Developer の両方を同時に実行
することはできません。

コンピュータの
日付の変更

期間限定のシート・ライセンスのインストールでは、コンピュータの
日付を変更しないでください。

日付を変更すると、アクティブなシート・ライセンスがブロックされ、
それ以降、そのコンピュータではシート・ライセンスをインストールで
きなくなります。

この問題に関する質問は、UFTOneライセンスの提供元にお問い
合わせください。

NAT License Server は、NAT（Network Address Translation）の使用をサ
ポートしていません。

体験版ライセン
ス

体験版ライセンスはコンカレント・ライセンスには含まれていませ
ん。コンカレント・ライセンスには、AutoPass License Server へのア
クティブな接続と、ライセンス・キーのインストールが必要です。

種類の変更 ライセンスのタイプをシート・ライセンスとコンカレント・ライセンス間
で変更するには、管理者権限が必要です。

初めての接続

（UFTOne 15.0
のみ） 

UFTOneセッションで初めてAutoPassライセンス・サーバ・マシン
に接続するとき、サーバが利用可能であってもエラー・メッセージが
表示される場合があります。

このエラー・メッセージが表示された場合は、再度接続してみてくだ
さい。成功すると、このエラーは現在のUFTセッションでは再発し
ません。

AutoPass 10以降：次回にUFTOneを開いてライセンス・サーバに接
続するときにエラーが発生しないようにするには、次の記事をダウ
ンロードしてAutoPassのドキュメントを参照してください。TLS1.2_
Configuration_For_UFT.docx。

インストール・ガイド

UFTOneライセンスに関する既知の問題

UFT One (15.0-15.0.2) 77 / 83ページ

https://marketplace.microfocus.com/api/download/236668?file_only=true
https://marketplace.microfocus.com/api/download/236668?file_only=true


ライセンス・ウィ
ザードの「ライセ
ンスなし」通知

（UFTOne 15.0
のみ） 

AutoPass 10.9を使用する場合、コンカレント・ライセンスを正常に
インストールした後にライセンス・ウィザードをもう一度開くと、ウィ
ザードに「ライセンスなし」という通知が表示されることがあります。

この警告は無視できます。UFTOneで、正常にインストールしたコ
ンカレント・ライセンスが使用されます。

ここで問題の解決策が見つからなかった場合は、UFTOneコミュニティ・ディスカッション・
フォーラムでライセンス関連の投稿を確認してください。

その他の参照項目：
l 「UFTOneライセンス」(52ページ)

l 「ライセンス・エディション」(56ページ)

l 「ウィザードを使用したライセンスの管理」(60ページ)

l 「コマンド・ラインを使用したライセンスの管理」(65ページ)

l 「ライセンスに関するよくある質問」(72ページ)

l ブログ：Take a deep dive into Unified Functional Testing’s new license
management
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ALMに接続する前に
ALMに接続する前に、ユーザ・アカウント制御（UAC）の設定の変更が必要になる場合があり
ます。これらの変更は、後で元に戻すことができます。

本章の内容

• この手順をいつ実行するか 79

• Microsoft Windows 7およびWindows Server 2008 R2 79

• Microsoft Windows 8.x およびWindows Server 2012の場合 80

• Microsoft Windows 10の場合 80

• UACを再度有効にする（必要な場合） 80

この手順をいつ実行するか
この手順を実行する必要があるのは、次のいずれかのオペレーティング・システムでUFTOne
を実行していて、ALMからUFTOneテストをリモートで実行する場合です。

l Windows 7

l WindowsServer 2008

l WindowsServer 2008 R2

l Microsoft Windows 8.x以降

l WindowsServer 2012

注意:このセクションで説明するセキュリティ設定の変更は、システム管理者が行うこと

をお勧めします。

前述のオペレーティング・システムにおけるユーザ・アカウント制御（UAC）の変更に関し

ては、Microsoft サポートへお問い合わせください。

Microsoft Windows 7およびWindows Server 2008
R2
Windows 7またはWindowsServer 2008 R2マシンのUAC設定を次のように変更します。

1. 管理者としてログインします。

2. ［コントロールパネル］から、［ユーザーアカウント］＞［ユーザーアカウント］＞［ユーザーアカ

ウント設定の変更］を選択します。

3. ［ユーザーアカウント制御の設定］ウィンドウで、スライダを動かして［通知しない］にしま
す。

4. コンピュータを再起動して、この設定を有効にします。
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Microsoft Windows 8.xおよびWindows Server
2012の場合
Windows 8.x以降、またはWindowsServer 2012マシンのUAC設定を次のように変更します。

1. 管理者としてログインします。

2. ［コントロールパネル］から、［ユーザーアカウント］＞［ユーザーアカウントとファミリーセーフ

ティ］＞［ユーザーアカウント制御設定の変更］を選択します。

3. ［ユーザーアカウント制御の設定］ウィンドウで、スライダを動かして［通知しない］にしま
す。

4. ［コントロールパネル］で、［システムとセキュリティ］＞［管理ツール］＞［ローカルセキュリティ

ポリシー］を選択します。

5. ［ローカルセキュリティポリシー］ウィンドウの左側の表示枠で、［ローカルポリシー］を選択
します。

6. ［ローカルポリシー］ツリーで、［セキュリティオプション］を選択します。

7. 右の表示枠で、［ユーザーアカウント制御:管理者承認モードですべての管理者を実行する］オ
プションを選択します。

8. メニュー・バーから、［アクション］＞［プロパティ］を選択します。

9. 開いたダイアログ・ボックスで、［無効］を選択します。

10. 変更内容を有効にするには、コンピュータを再起動します。

Microsoft Windows 10の場合
Windows 10マシンのUAC設定を次のように変更します。

1. レジストリ・エディタを開きます（regeditコマンドを実行）。

2. 次のキーに移動します：HKEY_LOCAL_
MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Policies\System。

3. EnableLUADWORD値を 0に変更します。

4. 変更内容を有効にするには、コンピュータを再起動します。

UACを再度有効にする（必要な場合）
ALMに接続した後、［ユーザアカウント制御の設定］ウィンドウに戻り、再度UACを有効にしま
す。スライダを前の位置に戻して、UACオプションを再度オンにします。

Windows 10では、レジストリ・エディタを開き、HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft

\Windows\CurrentVersion\Policies\System\EnableLUAの値を1に戻します。

インストール・ガイド

ALMに接続する前に
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変更内容を有効にするには、コンピュータを再起動します。

その他の参照項目：
l Application Lifecycle Management

l ALMヘルプセンター

インストール・ガイド
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フィードバックの送信
インストール・ガイドを使用してお気づきになった点をお知らせください。
電子メールの宛先: docteam@microfocus.com
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